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そ
も
そ
も

　
　
観
光
っ
て
何
？

地
方
に
も

　
チ
ャ
ン
ス
到
来
？

魅
力
は

　
地
域
住
民
が
発
掘

2

　
有
名
な
観
光
地
と
言
え

ば
、
京
都
や
北
海
道
、
熱

海
な
ど
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。
観
光
地
に
は
「
観
光

資
源
」
が
必
要
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
分
類
す
る

と
、
①
自
然
資
源（
山
や
海
）

②
人
文
資
源
（
歴
史
的
建

造
物
や
行
事
な
ど
）
③
近

代
資
源
（
娯
楽
施
設
や
水

族
館
な
ど
）
―
―
の
３
つ

に
大
別
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
お
伊
勢
参
り
な
ど
古
来

か
ら
あ
る
観
光
は
、
情
報

網
が
未
発
達
の
時
代
な
ら

で
は
の
「
物
見
遊
山
」
と

い
う
性
格
が
強
い
も
の
で

し
た
。
昭
和
の
高
度
成
長

期
に
は
団
体
旅
行
が
流
行

し
ま
す
。
団
体
客
を
収
容

す
る
大
型
ホ
テ
ル
や
大
宴

会
場
に
象
徴
さ
れ
る
こ
の

時
代
は
、
参
加
者
全
員
が

共
通
体
験
を
す
る
こ
と
で
、

仲
間
同
士
の
連
帯
感
を
高

め
る
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

「
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
」
な

ど
の
傍
若
無
人
ぶ
り
が
目

立
っ
た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。

　
平
成
以
降
は
個
人
へ
シ

フ
ト
し
、
ス
タ
イ
ル
も
多

様
化
し
ま
す
。
単
な
る
物

見
遊
山
で
は
な
く
、
バ
イ

ク
や
鉄
道
で
の
移
動
行
程

を
楽
し
ん
だ
り
、
何
か
所

も
周
遊
し
て
回
る
の
で
は

な
く
、
一
か
所
に
長
期
滞

在
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
「
観
光
の
目
的
と
は
何

か
？
」
あ
え
て
答
を
探
す

と
「
異
な
る
地
域
で
の
疑

似
体
験
」
と
言
え
ま
す
。

か
つ
て
は
「
ハ
レ
の
疑
似
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地
方
消
滅
の
危
機
感
か
ら
か
、
観
光
に
よ
る
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
地
方

自
治
体
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
折
し
も
政
府
は
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」

を
引
き
出
す
べ
く
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
町

は
こ
の
動
き
に
ど
う
対
応
す
べ
き
な
の
か
。
青
年
の
家
あ
と
利
用
問
題
を
契
機

に
、「
観
光
」
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し
、
こ
の
問
題
を
振
り
返
り
ま
す
。

体
験
」
が
中
心
で
し
た
。

土
地
の
人
が
ハ
レ
の
日
に

食
べ
る
郷
土
料
理
や
名
物

を
堪
能
し
、
祭
事
や
伝
統

行
事
を
見
物
す
る
こ
と
が

人
気
で
し
た
。

　
し
か
し
多
く
の
サ
ー
ビ

ス
が
均
質
化
さ
れ
、
マ
ス

コ
ミ
・
ネ
ッ
ト
な
ど
膨
大

な
情
報
が
流
通
し
、
商
業

的
な
観
光
資
源
の
魅
力
は

低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
流
れ
を
受
け
、
昨
今

は
「
日
常
生
活
の
疑
似
体

験
」
を
求
め
る
傾
向
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
見
知
ら

ぬ
地
方
を
訪
れ
、
土
地
の

人
が
普
段
か
ら
行
う
生
活

様
式
を
体
験
す
る
ニ
ー
ズ

が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
有
名
な
観
光
資
源
が
な

く
て
も
、
工
夫
と
知
恵
を

駆
使
し
て
観
光
客
に
選
ん

で
も
ら
え
る
「
着
地
型
観

光
地
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

先
進
地
で
は
、
①
地
域
住

民
主
導
で
あ
り
、
行
政
は

サ
ポ
ー
ト
役
に
過
ぎ
な
い

②
地
域
の
魅
力
の
発
掘
や

創
出
が
「
客
観
的
」
に
行

わ
れ
て
い
る
―
―
こ
と
が

共
通
す
る
特
徴
の
よ
う
で

す
。

　
住
民
が
核
と
な
っ
て
、

小
規
模
で
始
め
「
地
域
の

魅
力
と
は
何
か
」
を
常
に

模
索
し
な
が
ら
試
行
錯
誤

し
て
発
展
さ
せ
る
、
と
い

う
の
が
先
進
地
で
共
通
し

て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
で
、

住
民
が
魅
力
を
自
画
自
賛

し
て
自
己
満
足
に
陥
る
こ

と
を
防
い
で
い
ま
す
。
旅

行
客
の
客
観
評
価
を
冷
静

に
受
け
止
め
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
改
善
し
て
成
長
の

糧
に
す
る
こ
と
が
成
功
の

秘ひ

訣け
つ

の
よ
う
で
す
。

  

埋
も
れ
た
観
光
資
源
と

い
う
鉱
脈
に
、
最
も
近
い

所
に
い
る
の
が
地
域
住
民

で
す
の
で
、
彼
ら
が
主
体

と
な
れ
ば
最
強
で
す
。
し

か
し
「
地
域
の
魅
力
に
最

も
鈍
感
な
の
は
、
地
域
に

住
む
者
自
身
で
あ
る
」
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
旅

行
客
の
心
に
響
く
キ
ラ
リ

と
光
る
魅
力
は
、
住
民
に

と
っ
て
当
た
り
前
す
ぎ
る

生
活
風
景
の
中
に
隠
れ
て

い
ま
す
。「
未
来
に
残
し
た

※

Ｄ
Ｍ
Ｏ…

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
し
、
地
域
と
協
同
し
て
観
光
地
域
作
り
を
行
う
法
人

※



行
政
は
黒
子
役
に

　
　
　
　
　
徹
せ
よ

3

い
魅
力
」
を
発
掘
・
創
出

す
る
の
は
実
は
大
変
困
難

で
、
長
い
時
間
を
か
け
て

模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
小
さ
く

は
じ
め
て
大
き
く
育
て
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
根
気
が
必
要
な
魅
力
発

掘
の
長
い
年
月
は
、
住
民

の
意
欲
や
求
心
力
が
低
下

し
が
ち
で
す
。
協
議
が
空

中
分
解
し
な
い
よ
う
成
功

事
例
の
情
報
を
提
供
し
た

り
、
同
じ
思
い
を
持
つ
住

民
同
士
を
結
び
付
け
た
り

す
る
の
が
行
政
の
役
割
で

す
。
住
民
が
主
体
で
、
行

政
は
黒
子
役
に
徹
し
て
忍

耐
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

と
も
す
れ
ば
、
行
政
が
先

走
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
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見
ら
れ
ま
す
が
、
成
功
事

例
を
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
観
光
産
業
は
本
来
「
民

間
事
業
」
で
す
。
当
事
者

が
主
体
と
な
っ
て
、
行
政

を
巻
き
込
む
こ
と
は
重
要

で
す
が
、「
自
ら
の
価
値
を

高
め
て
収
益
を
上
げ
る
」

と
い
う
感
覚
に
不
慣
れ
な

行
政
を
主
体
に
据
え
る
の

は
本
末
転
倒
で
す
。
観
光

地
に
は
観
光
資
源
が
必
要
、

観
光
資
源
と
言
え
ば
大
規

模
な
施
設
、
大
規
模
と
言

え
ば
公
金
投
入
、
公
金
と

言
え
ば
行
政
が
旗
振
り
役

―
―
と
い
う
思
考
回
路
が

通
用
す
る
時
代
は
過
去
の

も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
住
民
自
身
が
地
方
消
滅

に
対
す
る
強
い
危
機
感
を

持
ち
、
自
画
自
賛
で
は
な

い
客
観
的
な
魅
力
を
発
掘

・
発
信
す
る
こ
と
で
、
交

流
人
口
と
定
住
者
を
確
保

し
よ
う
と
真
剣
に
考
え
行

動
す
る
―
―
よ
う
に
導
き

育
て
る
の
が
行
政
の
仕
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
の
町
の
観
光
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
果
物

狩
り
に
代
表
さ
れ
る
農
園

体
験
に
加
え
、
清
流
苑
、

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
、
梅
松
苑
な
ど
の
施

設
型
観
光
資
源
も
一
通
り

備
え
て
い
ま
す
。
も
な
り

ん
を
は
じ
め
と
す
る
「
産

直
」
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
変
化
す
る
旅
行
客
ニ
ー

ズ
の
「
的
確
に
把
握
」
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
単
な
る
物

見
遊
山
や
、
ハ
レ
の
日
の

疑
似
体
験
を
旅
に
求
め
る

層
は
、
高
齢
化
が
進
み
ジ

リ
貧
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
地
元
の
人
が

発
掘
し
た
魅
力
を
、
地
元

の
人
が
ア
テ
ン
ド
（
世
話

役
・
付
添
人
・
案
内
係
）

し
、「
地
域
の
人
の
日
常
生

活
を
疑
似
体
験
」
す
る
ス

タ
イ
ル
が
一
般
的
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
は
、
定
住

者
を
増
や
す
第
一
段
階
と

し
て
、
交
流
人
口
の
増
加

を
掲
げ
、
観
光
事
業
に
傾

注
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
行
政
が
、
地
域
の
魅

力
を
発
掘
す
る
住
民
の
力

を
信
頼
し
、
住
民
の
成
長

を
陰
な
が
ら
支
援
す
る
と

い
う
よ
り
は
、
行
政
自
ら

が
企
画
立
案
し
レ
ー
ル
を

引
い
て
、
住
民
を
強
引
に

引
っ
張
ろ
う
と
し
て
い
な

い
か
不
安
が
残
り
ま
す
。

　
最
初
か
ら
風
呂
敷
を
広

げ
る
よ
う
な
大
規
模
な
観

光
計
画
は
、
リ
ス
ク
も
大

き
く
、
初
期
投
資
も
莫
大

な
額
と
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
従
事
す
る
住
民
ス

タ
ッ
フ
や
諸
役
員
は
、
相

当
な
覚
悟
と
責
任
を
背
負

う
こ
と
に
な
り
、
誰
し
も

二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
住
民
の
動
き
が
鈍
い
か

ら
行
政
が
主
体
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
、
と
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
す
が
、
住
民

が
危
機
感
を
覚
え
な
い
の

は
、
的
確
な
情
報
を
提
供

し
て
こ
な
か
っ
た
行
政
に

こ
そ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

「
観
光
」
を
切
り
口
と
し
て
、

住
民
が
主
体
と
な
る
に
は

何
が
必
要
か
、
行
政
の
役

割
は
何
か
、
な
ど
に
つ
い

て
考
え
を
深
め
る
契
機
に

な
れ
ば
、
私
た
ち
の
町
の

未
来
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

まとめと提言まとめと提言

新時代の
転換点



巨
額
の
使
い
残
し

職
員
の
人
材
管
理

27
年
度
決
算
認
定

28
年
度
補
正
予
算

使
い
残
す
よ
り

住
民
要
望
の
実
現
を
！

質
問
　
決
算
収
支
を
見
る

と
約
５
億
円
余
っ
た
こ
と

に
な
る
。
度
重
な
る
補
正

を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
膨
大
な
額
を
使

い
残
し
た
の
か
。

答
弁
　
貯
金
へ
の
積
み
立

て
と
借
金
の
返
済
を
優
先

し
た
い
。
今
年
度
に
繰
り

越
し
て
事
業
実
施
の
財
源

に
充
て
た
い
。

ず
さ
ん
な

　
労
務
管
理
が
原
因
？

質
問
　
職
員
の
人
材
管
理

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
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平
成
27
年
度
決
算
は
９
回
の
補
正
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
会
計
で
５
億
４
２
５
万
円
も
の
不
用
額

（
使
い
残
し
）が
生
じ
た
。
全
会
計
で
は
実
に
７
億
３
７
７
５
万
円
に
の
ぼ
る
。
節
約
す
べ
き
か
、
住
民
要
望
を
実
現

す
べ
き
か
。
折
し
も
職
員
の
業
務
人
材
管
理
の
問
題
が
露
見
し
、
人
手
不
足
に
よ
る
事
業
未
着
手
も
遠
因
の
よ
う
だ
。

議
会
の
追
及
は
い
つ
に
な
く
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

批
判
噴
出！

に
質
疑
集
中
７
月
臨
時
会

８
月
臨
時
会

９
月
定
例
会

過
重
労
働
が
予
算
使
い
残

し
の
原
因
で
は
。
抜
本
的

な
業
務
改
善
が
必
要
だ
。

答
弁
　
何
度
も
予
算
の
補

正
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、多
額
の
余
り
が
出
た
原

因
を
こ
れ
か
ら
精
査
す
る
。

職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
急
務
！

質
問
　
職
員
の
過
重
労
働

や
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
あ

る
よ
う
だ
。
対
処
療
法
的

な
研
修
で
は
な
く
、
能
力

開
発
や
業
務
見
直
し
が
必

要
で
は
。

答
弁
　
業
務
改
善
す
る
人

材
す
ら
不
足
し
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
専
門
家
を
招

致
し
て
改
善
を
試
み
た
い
。

日
々
の
チ
ェ
ッ
ク
が

　
　
　
必
要
だ
！

質
問
　
入
念
に
策
定
し
審

議
し
た
予
算
は
使
い
切
る

の
が
原
則
だ
。
定
期
的
に

予
算
の
執
行
状
況
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
四
半
期
ご
と
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
事
業
進
捗
を

管
理
し
て
い
る
。
節
約
の

努
力
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

こ
う
い
う
時
こ
そ

シ
ス
テ
ム
活
用
を
！

質
問
　
事
業
の
重
要
度
を

定
め
て
管
理
し
て
い
る
の

か
。
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る

進
捗
管
理
の
効
率
化
な

ど
、
業
務
負
担
軽
減
の
対

策
は
。

答
弁
　
重
要
度
の
判
定
が

困
難
で
、
補
正
が
多
く
な

る
原
因
と
考
え
る
。
業
務

効
率
を
改
善
す
る
シ
ス
テ

ム
化
は
今
後
検
討
す
る
。

本会議でのより詳しい議論は公式HP、会議録にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

Ｈ２８当初予算 ７月補正 ８月補正 ９月補正

※端数処理のため合計値は一致しない場合があります。

H27の繰越金を得て4億円以上も増えた

 59億1200万円 68億9763万円 63億7891万円 63億8000万円 64億　592万円 64億1315万円 67億9100万円

 16億　516万円 17億8811万円 16億6605万円 16億8077万円 17億　918万円 17億　918万円 17億1271万円

 1億3918万円 1億4571万円 1億4221万円 1億5129万円 1億5129万円 1億5129万円 1億5157万円

 12億8310万円 12億9111万円 12億6317万円 12億9588万円 12億9588万円 12億9588万円 13億1670万円

 2億9219万円 2億9786万円 2億8784万円 3億3234万円 3億3234万円 3億3234万円 3億3847万円

 6220万円 7472万円 4616万円 754万円 754万円 754万円 762万円

 3億8540万円 3億9365万円 3億7781万円 3億8937万円 3億8937万円 3億8937万円 3億9435万円

 5億2870万円 5億4338万円 5億1345万円 5億2377万円 5億2377万円 5億2377万円 5億2850万円

 3379万円 3671万円 3420万円 3357万円 3357万円 3357万円 3681万円

 5億3343万円 5億4900万円 5億2799万円 5億9409万円 6億　327万円 6億　327万円 6億　727万円

 107億7515万円 120億1788万円 112億3780万円 113億8860万円 114億5210万円 114億5934万円 118億8498万円

 

生活基盤環境整備
12.1万円

清流苑・青年
の家・発電
13.5万円

借入金償還
14.9万円

教育
文化

16.7万円

行政運営

26.0万円

国保

37.9万円

産業振興

37.1万円

上水道
12.0万円

下水・排水
16.2万円

介護・高齢者
医療

32.0万円

福祉

38.5万円

社
会
保
障
　10
8
万
円

ラ
ン
ニ
ング
コス
ト　4
0.9万円

発
展
の
投
資
　67.3万

円

インフラ維持　40.3万円

合計
256.9万円

１世帯あたりに換算した歳出の内訳



過酷な労働環境と人手不足の原因は過酷な労働環境と人手不足の原因は

　
町
税
収
入
は
９６
・
１
％

の
高
い
収
納
率
を
確
保
。

一
方
で
特
別
会
計
を
含
む

収
入
未
済
額
は
、
１
億
４

４
９
万
８
千
円
と
微
増
、

町
民
の
公
平
公
正
な
負
担

の
観
点
か
ら
、
適
切
な
債

権
管
理
の
も
と
滞
納
整
理

の
一
層
の
強
化
を
。

　
経
常
収
支
比
率
は
８２
・

３
％
と
微
増
、
財
政
構
造

の
弾
力
性
に
乏
し
い
状
況
。

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
経
常
的
経
費
の
削
減
な

ど
、
健
全
な
財
政
運
営
を
。

  

年
度
末
の
町
債
残
高
は

積
極
的
な
繰
上
償
還
に
よ

り
１
０
５
億
９
４
０
５
万

１
千
円
と
微
減
。
将
来
負

担
に
意
を
用
い
て
、
今
後

も
厳
選
し
た
町
債
発
行
を
。

  

正
規
職
員
１
１
２
人
の

人
件
費
総
額
は
７
億
１
３

５
６
万
円
。
一
方
、
正
規

職
員
以
外
の
賃
金
総
額
は

４
億
７
３
０
３
万
円
。
雇

用
の
二
重
構
造
は
、
担
当
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監
査
の
視
点

監
査
の
視
点

自
転
車
操
業
の

財
政
運
営
？

質
問
　
当
年
度
予
算
が
、

前
年
度
の
決
算
繰
越
金
を

あ
て
に
し
て
い
る
傾
向
が

続
い
て
い
る
。
財
政
規
律

上
大
き
な
問
題
だ
。

答
弁
　
補
正
の
回
数
が
多

く
な
っ
て
い
る
の
は
認
識

し
て
い
る
。
厳
正
な
運
用

を
精
査
し
た
い
。

外
部
委
託
よ
り

内
部
職
員
の
育
成
を
！ 

質
問
　
委
託
料
が
年
々
増

加
し
て
い
る
。
町
政
運
営

の
重
要
な
政
策
企
画
も
委

託
が
目
立
つ
。
非
正
規
職

員
へ
の
依
存
も
大
き
い
。
人

業
務
の
役
割
や
責
任
の
分

担
、
給
与
格
差
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
。
活
力
あ
る
町

政
を
推
進
す
る
上
で
、
職

員
の
人
事
管
理
や
健
康
管

理
は
最
も
重
要
。
事
業
の

合
理
化
、
積
極
的
な
外
部

委
託
を
行
い
、
職
員
の
過

重
負
担
や
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
。

  

契
約
事
務
は
概
ね
適
正

だ
が
、
随
意
契
約
の
一
部

に
課
題
が
見
ら
れ
る
。
公

正
性
、
経
済
性
の
確
保
に

努
め
る
こ
と
。

  

今
後
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
大
規
模
補
修

な
ど
、
財
政
運
営
は
厳
し

さ
を
増
す
。
将
来
展
望
に

立
っ
た
財
政
計
画
の
立
案

と
計
画
に
基
づ
き
、
効
率

的
か
つ
重
点
的
な
財
政
運

営
を
行
い
、
住
民
生
活
環

境
の
整
備
や
住
民
福
祉
の

た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
な
ど

に
、
更
な
る
尽
力
を
。

代
表
監
査
委
員
　
佐
々
木
光
男

議
会
選
出
監
査
委
員
　

米
山
　
由
子

件
費
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答
弁
　
委
託
料
は
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
混
在
し
て
お

り
、
今
後
精
査
す
る
。
人

件
費
は
適
切
な
配
分
を
研

究
す
る
。

余
ら
せ
る
く
ら
い
な
ら

負
担
軽
減
を
！

質
問
　
国
保
会
計
で
多
額

の
使
い
残
し
が
あ
る
。
住

民
の
保
険
料
負
担
軽
減
な

ど
に
充
当
で
き
な
い
か
。

答
弁
　
昨
年
度
は
大
き
な

疾
病
流
行
が
な
く
、
支
出

を
抑
制
で
き
た
も
の
。
医

療
費
の
予
測
は
難
し
く
、

会
計
に
余
裕
を
持
っ
て
運

用
し
た
い
。

対
処
療
法
よ
り

抜
本
的
な
改
善
を
！

質
問
　
職
員
の
労
務
管
理

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
対

応
と
し
て
、
労
務
管
理
心

理
相
談
員
賃
金
１０
万
円
は

少
な
す
ぎ
る
の
で
は
。

答
弁
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

対
応
し
て
も
ら
え
る
部
分

も
あ
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
併
用
し
て
対
応
し
た
い
。

【
平
成
27
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
審
議
の
討
論
】

反
対
討
論

（
加
賀
田
亮
議
員
）

　
使
い
残
し
が
あ
ま
り
に

も
大
き
く
、
財
政
規
律
が

機
能
し
て
い
な
い
。
監
査

意
見
も
例
年
に
な
く
厳
し

い
指
摘
が
多
く
、
会
計
運

用
の
弛
緩
が
懸
念
さ
れ

る
。
決
算
で
甘
い
認
定
を

行
う
と
、
次
年
度
予
算
編

成
の
厳
正
さ
に
も
影
響

し
、
補
正
の
頻
発
が
予
想

さ
れ
る
。

　
自
戒
の
た
め
に
も
決
算

（
次
頁
へ
続
く
）

本会議でのより詳しい議論は公式HP、会議録にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

決　　算最終補正Ｈ２７当初予算

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

公共下水道事業特別会計

発 電 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

保養宿泊施設事業特別会計

青 年 の家 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

　 全 合 計 　

9回もの補正があったが、5億円以上も余った

8億円近くも余り、予算の意義が問われる

 59億1200万円 68億9763万円 63億7891万円 63億8000万円 64億　592万円 64億1315万円 67億9100万円

 16億　516万円 17億8811万円 16億6605万円 16億8077万円 17億　918万円 17億　918万円 17億1271万円

 1億3918万円 1億4571万円 1億4221万円 1億5129万円 1億5129万円 1億5129万円 1億5157万円

 12億8310万円 12億9111万円 12億6317万円 12億9588万円 12億9588万円 12億9588万円 13億1670万円

 2億9219万円 2億9786万円 2億8784万円 3億3234万円 3億3234万円 3億3234万円 3億3847万円

 6220万円 7472万円 4616万円 754万円 754万円 754万円 762万円

 3億8540万円 3億9365万円 3億7781万円 3億8937万円 3億8937万円 3億8937万円 3億9435万円

 5億2870万円 5億4338万円 5億1345万円 5億2377万円 5億2377万円 5億2377万円 5億2850万円

 3379万円 3671万円 3420万円 3357万円 3357万円 3357万円 3681万円

 5億3343万円 5億4900万円 5億2799万円 5億9409万円 6億　327万円 6億　327万円 6億　727万円

 107億7515万円 120億1788万円 112億3780万円 113億8860万円 114億5210万円 114億5934万円 118億8498万円
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を
認
定
す
る
に
は
抵
抗
が

大
き
い
。

医
療
費
は
低
い
の
に

な
ぜ
重
税
？

質
問
　
当
町
は
県
内
国
保

順
位
で
は
、
医
療
費
の
低

さ
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
保

険
料
負
担
の
軽
さ
は
下
位

グ
ル
ー
プ
で
重
税
感
が
あ

る
。
矛
盾
の
原
因
は
。

答
弁
　
後
期
高
齢
者
保
健

へ
の
支
援
金
負
担
の
重
さ

が
要
因
と
考
え
る
。
今
後

は
努
力
者
支
援
制
度
を
積

極
的
に
活
用
し
た
い
。

生
活
の
基
盤
！

水
道
の
将
来
は
？

水の安定供給は生活の根底だ水の安定供給は生活の根底だ

「子どもに夢を」の実効性はいかに？「子どもに夢を」の実効性はいかに？

質
問
　
人
口
減
少
や
水
道

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
引

き
当
て
な
ど
に
よ
る
、
水

道
料
金
引
き
上
げ
が
懸
念

さ
れ
る
。
将
来
の
見
通
し

の
情
報
公
開
は
。

答
弁
　
現
在
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
途
中

で
あ
り
、
詳
し
く
精
査
し

な
い
と
料
金
に
つ
い
て
は

判
断
で
き
な
い
。
情
報
公

開
は
今
後
検
討
す
る
。

分
散
会
計
で
は
管
理
が

行
き
届
か
な
い
？

質
問
　
水
道
会
計
で
大
き

な
損
失
が
出
た
原
因
は
。

ま
た
、
下
水
道
・
農
集
排

な
ど
水
関
係
の
会
計
は
統

合
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　
固
定
資
産
見
直
し

に
よ
り
過
去
の
除
却
損
計

上
漏
れ
が
発
覚
し
た
も
の
。

ま
た
、
次
年
度
の
会
計
基

準
変
更
に
合
わ
せ
統
合
を

検
討
し
て
い
る
。

埋
蔵
金
で
定
住
者
向
け

の
住
宅
を
！

質
問
　
土
地
開
発
公
社
に

多
額
の
資
金
が
眠
っ
て
い

る
。
上
片
桐
専
用
側
線
跡

地
な
ど
宅
地
化
に
よ
る
有

効
活
用
は
。

答
弁
　
民
間
賃
貸
住
宅
稼

働
率
の
横
這
い
、
住
民
の

高
齢
化
な
ど
、
新
規
開
発

に
不
安
が
あ
る
。
空
き
家

調
査
結
果
を
待
っ
て
検
討

し
た
い
。

気
楽
に
５
億
円
を

借
り
る
と
は
！

質
問
　
年
度
末
に
資
金
シ

ョ
ー
ト
を
起
こ
し
て
、
５

億
円
の
短
期
つ
な
ぎ
資
金

を
高
利
で
借
金
し
て
い
る
。

会
計
管
理
は
適
正
な
の
か
。

答
弁
　
資
金
繰
り
を
的
確

に
把
握
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
調
達
の
タ
イ
ミ
ン
グ

も
含
め
、
会
計
管
理
の
向

上
に
努
力
し
た
い
。

町
制
60
周
年
は

　
　
良
い
け
れ
ど
…
…

質
問
　
町
制
６０
周
年
記
念

講
演
の
詳
細
は
。
若
者
の

将
来
が
開
け
る
夢
の
あ
る

事
業
を
。

答
弁
　
タ
レ
ン
ト
の
「
さ

か
な
ク
ン
」
や
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
宇
宙
飛
行
士
を
招
致
し
、

子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
持

た
せ
る
講
演
を
企
画
し
て

い
る
。

【
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
審
議
の
討
論
】

反
対
討
論

（
松
井
悦
子
議
員
）

  

講
師
謝
金
が
合
計
２
０

０
万
円
と
多
額
で
、
記
念

講
演
の
規
模
が
大
き
す
ぎ

る
。
新
聞
広
告
も
松
本
以

南
に
９０
万
円
余
を
費
や
す

の
は
疑
問
だ
。
地
元
の
講

師
と
聴
衆
で
行
う
の
が
町

政
６０
周
年
の
本
筋
で
あ
り
、

必
要
以
上
に
規
模
を
拡
大

す
べ
き
で
は
な
い
。

い
つ
や
る
？
今
で
し
ょ
！

金
利
交
渉

質
問
　
市
中
銀
行
か
ら
調

達
し
た
町
の
借
金
が
２７
億

円
前
後
あ
る
。
金
利
見
直

し
や
借
り
換
え
の
交
渉
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
職
員
に
専
門
的
な

知
識
が
不
足
し
て
お
り
、

強
い
交
渉
が
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
だ
。
今
後
改

善
し
た
い
。

い
ざ
と
い
う
時
に

　
機
能
す
る
の
か
？

質
問
　
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
よ
り
、
住
民
の
手
に

よ
る
自
主
防
災
が
機
能
し

な
い
懸
念
が
あ
る
。
現
状

の
把
握
と
対
応
は
。

答
弁
　
災
害
時
に
は
役
場

の
職
員
が
現
地
に
行
け
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
住
民

の
自
助
意
識
を
育
成
す
る

よ
う
努
め
る
。

未
満
児
保
育
ニ
ー
ズ
に

迅
速
対
応
を
！

質
問
　
大
島
保
育
園
改
修

工
事
６
９
０
万
円
の
詳
細

と
背
景
は
。

答
弁
　
未
満
児
受
け
入
れ

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
新

本会議でのより詳しい議論は公式HP、会議録にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

※

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト…

水
道
施
設
の
耐
震
化
・
老
朽
化
に
よ
る
更
新
・
改
築
需
要
や
財
源
の
計
画
管
理

※



「
松
川
町
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」

の
改
正
を
求
め
る
陳
情

反
対
討
論

（
森
谷
岩
夫
議
員
）

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
を
使
う
と
清
算
は
１
か

月
後
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

短
期
間
で
の
収
支
報
告
は

困
難
。
ま
た
、
先
払
い
制

度
は
、
議
員
の
家
計
事
情

に
影
響
さ
れ
ず
に
支
出
で

き
る
重
要
な
仕
組
み
だ
。

監
査
委
員
の
チ
ェ
ッ
ク
も

あ
り
、
厳
正
に
運
用
で
き

る
と
考
え
る
。

（
加
賀
田
亮
議
員
）

　
そ
も
そ
も
政
務
活
動
費

は
月
間
７
千
円
と
少
額
で
、

都
度
の
後
払
い
方
式
は
職

員
の
事
務
負
担
を
増
加
さ

せ
る
。
報
告
書
の
提
出
義

務
す
ら
設
け
な
い
議
会
が

多
い
中
、
当
町
の
規
程
は

厳
格
を
極
め
る
レ
ベ
ル
だ
。  

本
陳
情
は
問
題
提
起
と
し

て
一
定
の
意
義
は
果
た
し

て
い
る
。

「
奨
学
金
制
度
の
充
実
等

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
陳
情

賛
成
討
論

（
加
賀
田
亮
議
員
）

  

奨
学
金
の
拡
充
は
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
財
源
の

課
題
が
残
る
。
返
済
の
負

担
軽
減
も
一
律
で
は
な
く

経
済
的
理
由
を
個
別
に
考

慮
す
べ
き
と
考
え
、
委
員

会
審
議
に
て
自
分
は
趣
旨

採
択
と
し
た
が
、
委
員
会

で
の
議
決
を
尊
重
し
採
択

に
賛
成
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
開

示
の
徹
底
と
持
続
可
能
な

農
業
経
営
の
実
現
に
向
け

た
農
業
政
策
の
確
立
を
求

め
る
意
見
書

賛
成
討
論

（
熊
谷
宗
明
議
員
）

　
韓
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
他
山

の
石
と
し
て
み
る
と
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の

農
産
物
は
大
き
な
脅
威
で

あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
国

内
農
業
の
持
続
可
能
性
を

担
保
す
る
た
め
に
も
、
国

会
で
の
慎
重
な
審
議
を
求

め
る
。
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規
に
保
育
室
の
設
置
を
行

う
も
の
。

循
環
型
社
会
へ
の

対
応
は
？

質
問
　
フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
将
来
展
望
は
。

答
弁
　
処
理
コ
ス
ト
は
燃

や
す
ご
み
と
大
差
な
い
が
、

環
境
貢
献
を
視
野
に
入
れ
、

今
後
も
経
過
観
測
に
努
め

た
い
。

将
来
に
備
え
た

職
員
能
力
の
把
握
を
！

質
問
　
今
年
度
決
算
か
ら

企
業
会
計
に
準
じ
た
複
式

簿
記
に
な
る
が
、
職
員
の

能
力
開
発
は
進
ん
で
い
る

の
か
。

答
弁
　
職
員
の
新
基
準
会

計
ス
キ
ル
を
把
握
で
き
て

い
な
い
。
目
前
に
迫
っ
た

課
題
で
あ
り
検
討
し
た
い
。

こ
こ
で
も
人
材
不
足
が

足
か
せ
に
！

質
問
　
住
民
の
介
護
保
険

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
年
３
回
発
行
の
情
報

誌
の
拡
充
を
。

答
弁
　
職
員
の
マ
ン
パ
ワ

ー
不
足
で
発
行
拡
充
は
困

難
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
活
用
し
た
い
。

深
刻
な
人
材
不
足
は

何
が
原
因
？

質
問
　
政
治
へ
の
無
関
心

が
広
が
る
今
、
共
通
投
票

所
開
設
な
ど
が
必
要
で
は
。

選
挙
事
務
の
職
員
体
制
の

拡
充
は
。

答
弁
　
マ
ン
パ
ワ
ー
が
足

り
な
い
。
現
在
の
体
制
で

何
と
か
運
用
し
た
い
。
選

管
と
協
調
し
て
検
討
す
る
。

ま
だ
ま
だ
あ
る

人
材
不
足
問
題
！

質
問
　
他
業
種
の
優
秀
な

社
会
人
経
験
者
を
即
戦
力

と
し
て
登
用
す
る
、
新
卒

採
用
者
は
長
期
的
に
育
成

す
る
な
ど
、
人
材
登
用
の

抜
本
的
改
革
や
、
職
員
の

能
力
向
上
対
策
は
。

答
弁
　
今
の
現
場
に
は
、

体
制
見
直
し
策
定
に
費
や

す
マ
ン
パ
ワ
ー
す
ら
不
足

し
て
い
る
。
早
急
に
取
り

組
む
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。

人手不足……まずは業務の見直しを人手不足……まずは業務の見直しを

ＴＰＰで日本の農業は守れるのかＴＰＰで日本の農業は守れるのか

討
　
論

本会議でのより詳しい議論は公式HP、会議録にてご覧になれます。 松川町　本会議　会議録

※

フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル…

残
食
な
ど
の
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
食
料
生
産
に
還
元
す
る
こ
と

※



質問・意見答弁

8

新たに０歳～１歳児保育が始まる大島保育園

社会文教
常任委員会９月12日（月）・13日（火）に総務産業建設常任委員

委員会ごとに現地調査を実施しました。
に審査を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

①４月より正規職員への人事配置が
２件あった。新規職員の教育研修
はどのように行っているのか。

②臨時福祉給付金の対象者の要件は
複雑なので間違いがないような案
内にしてほしい。申請がない場合
はどうアプローチするのか。

③出生子育て支援金の対象になった
第３子以降は何人いるのか。
　太陽光発電事業の収益を活用して
一律10万円ぐらい増額してはどうか。

④双葉保育園の園庭スプリンクラー
修繕に60万円が計上されている。
問題の多い芝生化は考え直す必要
があるのではないか。

⑤臨時管理栄養士の賃金が18万円計
上されているが、その内容と栄養
士の補充はどうなっているか。

⑥青年の家体育館のバスケットゴー
ルボード他修繕費168万8千円が
計上されている。あと利用を見越
したなかでの修繕か。

①３月にオリエンテーションと町長の講義、４月に
２日間の研修、その後ＯＪＴになる。

②申請がなければ失権となる。未申請者には書簡に
よる通知を発送する。

③第３子については現在18人、第４子以降が４人
となっている。増額については、結婚支援策など
総合的に進めていければと考えている。

④桜の木の日陰と、子どもたちが走り回ることによ
る硬土化によって洋芝が繁茂できない状況がある。
今は野芝を補給し、いい状態になるよう努力して
いる。

⑤正規職員が退職したことから、健康訪問の食育指
導など臨時職員が対応するための時間外勤務手当
である。補充は現在募集の手続きを進めている。

⑥耐震化を進めていく方向が示されているなかで、
ボードの老朽化に伴い、小学生のミニバスケット
にも対応できる上下移動式のボードに変えていく。

○「奨学金制度の充実等を求める意見書」の採択を求める陳情を審査した結果、賛成４、趣旨採択１、
反対１で採択としました。

　中央公民館の内装工事は順調に進み、完成間

近になっている状況を確認しました。次に大島

保育園の未満児室改修予定教室を視察しました。

２歳児の部屋は最大で１９人程度、０歳～１歳児

については１０人まで受け入れができるようにな

ります。

調査・研究

松川町議会だより No.1332016.10.15

※

※

Ｏ
Ｊ
Ｔ…

日
常
業
務
を
通
じ
た
新
人
教
育
。
一
貫
方
針
が
な
い
と
教
育
係
に
負
担
が
生
じ
、
育
成
評
価
も

　
　
　
　
　
曖
昧
に
な
る
、
と
い
う
課
題
も
多
い



質問・意見 答弁

9

間もなく完成、境ノ沢新橋梁

総務産業建設
常任委員会 　９月８日（木）・9日（金）に社会文教常任委員会、

会を開催し、付託された案件の審議を行い、各
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別

①補正予算で予備費として2億4666
万3千円が計上された。住民要求
が満たされ住民に還元される予備
費の活用計画はあるのか。来年度
送りになっているものの前倒しの
実行を。

②所得税の延滞金24万円の発生原因
と、ミスが発生しないようなシス
テムの構築、マニュアルの作成な
どの対応は。

③農業費委託料の、緊急県単名子井 
測量設計委託ということで80万円
盛られている、その工事の内訳は。

④若者定住祝い金として160万円の
補正が組まれ16件に対応とのこと
であるが、この内容・利用者の反
応は。

①緊急性の高いもの、住民還元できるものに関し
ては当然実施していくが、国の補正予算、それ
らの動きを考慮する中で、12月あるいは年を越
すこともあろうかと思うけれども、その辺で精
査をしていく。

②所得税計算における事務手続きのミスで、結果
の照合を怠ったのが原因であり、対策について
はシステムの運用方法の徹底を指示する。

③農政で行う土砂崩落危険箇所工事で、場所は原
田第２配水池付近で南側水路の浸食に対応する
工事であって、延長60メートルの水路を現場打
ちで施工し、工事に関してはすべて県で行う。

④本年度より交付要綱を整備し募集を行った。45
歳以下で町内に住宅取得された方が対象で、１
戸当たり10万円、マーくんギフトカードで祝い
金として交付する。今回は16件。４月以降が対
象のため、それ以前の方には申し訳ないが、制
度自体は喜ばれている。

○「松川町議会政務活動費の交付に関する条例の改正を求める」陳情を審査した結果、趣旨採択１人、
不採択５人、よって不採択としました。

○「公共工事設計労務単価引き上げを受け、建設労働者の適正賃金確保に向けた取り組みを求める」陳
情を審査した結果、６人全員の賛成で採択としました。

○「ＴＰＰに関する情報開示の徹底と持続可能な農業経営の実現に向けた農業政策の確立を求める」陳情
を審査した結果、６人全員の賛成で採択としました。

　委員会審議に合わせ、９月１２日に現地視察を

実施。完成間近の、大草線境ノ沢にかかる橋梁

工事の進捗状況の確認と、神護原線、神護原神

社横の道路改修事業進捗状況を視察。あわせて

松川ＩＣ入り口道路側線の、県道から町道への

編入予定部分の確認を行いました。

調査・研究

松川町議会だより No.1332016.10.15



10

頂
い
た
ご
意
見
抜
粋

　
青
年
の
家
　

・
農
業
体
験
講
座
な
ど
、

中
高
校
生
が
使
え
る
よ
う

な
採
算
最
低
限
の
利
用
料

で
活
用
さ
れ
た
い
。

・
返
還
後
は
町
営
で
な
く
、

三
セ
ク
・
民
営
化
の
方
が

良
い
。

・
仮
称
観
光
局
と
は
分
か

り
づ
ら
い
、
詳
し
い
説
明

を
住
民
に
。

・
運
営
主
体
が
不
明
確
で

非
常
に
心
配
す
る
。

・
合
宿
施
設
や
フ
ォ
レ
ス

ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
合

わ
せ
た
多
目
的
な
施
設
に

し
た
ら
ど
う
か
。

・
あ
と
利
用
の
具
体
的
な

案
が
行
政
か
ら
出
さ
れ
て

か
ら
、
住
民
の
意
見
を
聞

く
の
は
遅
す
ぎ
る
。

・
運
営
の
収
支
バ
ラ
ン
ス

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

・
赤
字
に
な
っ
た
ら
町
費

で
補
て
ん
す
る
の
か
。

・
あ
る
程
度
の
料
金
体
系

で
運
営
す
れ
ば
い
け
る
の

で
は
。

・
宝
の
山
の
よ
う
な
施
設

だ
。
活
用
し
て
欲
し
い
。

・
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
く
ら
い

は
必
要
だ
。

・
し
っ
か
り
プ
ロ
デ
ュ
ー

・
ジ
ビ
エ
の
解
体
作
業
所

に
。

・
田
舎
の
魅
力
を
発
信
で

き
る
場
所
と
し
て
。

　
こ
の
他
に
も
多
数
の
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。
青
年

の
家
は
、
運
営
母
体
と
な

る
観
光
局（
仮
）設
置
を
町

は
検
討
し
て
い
ま
す
。

頂
い
た
ご
意
見
抜
粋

　
高
齢
化
問
題
　

・
両
親
と
も
認
知
症
で
大

変
苦
労
し
た
。
認
知
症
の

対
応
が
分
か
ら
な
い
う
ち

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
認
知
症
検
査
の
Ｐ
Ｒ
も

含
め
実
施
普
及
を
。

・
高
齢
化
で
除
雪
作
業
の

対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
。

・
農
業
に
Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
タ

ー
ン
に
援
助
は
あ
る
が
、

家
族
後
継
者
に
は
手
厚
い

援
助
が
な
い
。

・
放
置
農
地
が
増
加
し
て

い
る
。
景
観
を
守
る
に
も

手
当
て
が
追
い
つ
か
な
い
。

・
景
観
の
維
持
に
バ
イ
オ

エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
を
作
り

利
用
す
る
。

・
結
婚
す
る
人
が
減
っ
て

き
て
い
る
。
も
っ
と
若
い

人
た
ち
の
出
会
い
の
機
会

が
必
要
。

・
福
祉
に
対
す
る
一
般
質

問
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら

な
い
。

・
実
態
を
議
会
で
掘
り
下

げ
て
対
応
を
。

・
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
の
入
学
祝
い
を
。

・
介
護
者
の
ケ
ア
を
す
る

施
策
が
欲
し
い
。

ス
す
る
人
が
い
な
い
と
ダ

メ
だ
。

　
東
　
小
　

・
大
学
と
の
連
携
で
活
用
。

・
外
か
ら
人
の
集
ま
る
場

に
。

・
場
所
も
道
も
狭
く
、
利

便
性
が
悪
い
。

・
コ
ミ
ュ
カ
フ
ェ
に
。
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今
年
度
の
「
議
会
と
語
る
会
」
を

7
月
20
日
〜
30
日
に
か
け
て
町
内
5

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
区
会
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
大
勢
の
方

の
参
加
を
得
て
、
有
意
義
な
会
と
な

っ
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

議会
の
うごき

に
意
見・苦
言
続
出

高
齢
者
福
祉

観
光
政
策
など

コミカフェでいつまでも元気！コミカフェでいつまでも元気！

運命の出会いを見つけてほしい運命の出会いを見つけてほしい

あ
と
地
利
用
と
観
光
政
策

高
齢
化
社
会
へ
の
課
題



・
福
祉
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

端
末
は
ど
う
か
。

・
松
川
町
を
見
た
ら
魅
力

的
な
こ
と
は
見
え
て
こ
な

い
。

・
高
齢
者
の
雇
用
に
力
を
。

　

次
世
代
育
成
・
子
育
て

・
自
治
会
の
ど
ん
ど
焼
き

な
ど
古
く
か
ら
の
行
事
が

11

少
子
化
に
よ
り
存
続
の
危

機
。

・
自
然
の
中
で
の
び
の
び

育
て
る
教
育
が
大
事
だ
。

　
貴
重
な
意
見
を
頂
き
ま

し
た
。
少
子
化
問
題
を
含

め
更
な
る
取
り
組
み
が
必

要
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
他
の
意
見
交
換
抜
粋

・
選
挙
の
無
投
票
は
結
果

で
あ
っ
て
、
強
い
気
持
ち

を
持
っ
た
人
の
集
ま
り
。

・
無
投
票
の
一
番
の
原
因

は
手
当
が
少
な
い
こ
と
。

若
い
人
が
出
た
く
て
も
町

議
に
な
れ
ば
生
活
が
成
り

立
た
な
い
。

・
町
会
議
員
に
立
候
補
す

る
魅
力
が
な
い
。

・
町
内
に
生
活
で
き
る
就

労
の
場
が
必
要
。

・
語
る
会
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
資
料
の
提
示
を
。

・
果
樹
園
の
太
陽
光
発
電

設
備
化
を
危
惧
し
て
い
る
。

・
農
業
振
興
に
つ
い
て
議

会
か
ら
も
っ
と
提
案
を
。

・
リ
ニ
ア
の
問
題
で
大
量

な
残
土
を
ど
う
す
る
か
、

運
搬
埋
め
立
て
も
含
め
影

響
を
考
慮
し
て
慎
重
な
対

応
を
。

・
松
川
町
は
近
隣
町
村
に

比
べ
途
中
退
職
が
多
い
と

聞
く
。

・
若
者
が
定
住
で
き
る
対

応
を
図
る
べ
き
。

・
最
近
、
何
人
も
保
育
士

が
辞
め
た
よ
う
だ
が
、
原

因
は
。

・
健
康
問
題
は
重
要
で
あ

り
、
保
健
師
の
待
遇
、
扱

い
を
慎
重
に
し
て
欲
し
い
。

・
保
健
師
に
夜
来
て
ほ
し

　
「
議
会
と
語
る
会
」
は
議

会
運
営
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
各
会
場
か
ら
頂

い
た
ご
意
見
を
分
類
整
理

し
、
設
置
さ
れ
て
い
る
社

会
文
教
委
員
会
と
総
務
産

業
建
設
委
員
会
で
更
に
検

討
し
ま
す
。

　
各
々
の
委
員

会
で
政
策
と
し

て
ま
と
め
て
い

く
も
の
、
町
長

に
提
言
す
る
も

の
、
議
会
全
体

で
更
に
議
論
し

て
い
く
も
の
な

ど
に
仕
分
け
ま

す
。
そ
の
後
議

員
全
員
で
協
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
対
応
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
委
員
会
で
政
策
と
し
て

提
言
す
る
も
の
は
、
任
期

も
迫
っ
て
お
り
、
申
し
送

り
事
項
と
な
り
ま
す
が
、

今
回
頂
い
た
町
長
に
繋
げ

る
べ
き
貴
重
な
意
見
は
、

早
急
に
取
り
ま
と
め
提
出

し
ま
す
。

　
今
回
、「
議
会
と
語
る
会

は
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続
け

て
欲
し
い
」
と
い
う
ご
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

「
議
会
と
語
る
会
」
は
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
と
聴
取
す
る
た

め
、
議
会
基
本
条

例
に
定
め
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
度
の

定
例
会
に
て
条
例

改
正
を
行
い
、
広

報
広
聴
常
任
委
員

会
が
新
た
に
発
足

し
ま
す
。
議
員
全

員
が
広
報
（
議
会

だ
よ
り
）
ま
た
は

広
聴
（
議
会
と
語

る
会
や
チ
ャ
ン
ネ

ル
ユ
ー
対
応
、
議

会
中
継
の
充
実
な

ど
）
の
担
当
と
な
り
情
報

発
信
と
収
集
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
「
議
会
と
語
る
会
」
開

催
に
あ
た
り
、
多
く
の
方

に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
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い
が
、
労
働
が
き
つ
い
と
聞

く
の
で
お
願
い
し
づ
ら
い
。

・
役
場
内
に
パ
ワ
ハ
ラ
が

あ
る
と
聞
く
が
。

・
町
長
の
管
理
不
足
で
は

な
い
の
か
。
議
員
も
町
長

に
進
言
す
べ
き
で
は
。

・
「
職
員
を
教
育
す
る
」
職

員
を
置
く
べ
き
だ
。

・
子
供
の
医
療
費
窓
口
無

料
化
に
つ
い
て
、
議
会
だ

よ
り
に
反
対
意
見
が
載
っ

て
い
な
い
。
反
対
理
由
が

知
り
た
い
。
弱
い
立
場
の

人
達
を
救
済
す
べ
き
だ
、

議
会
も
よ
く
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

・
国
保
の
資
産
割
は
不
公

平
。

・
議
会
と
語
る
会
は
こ
れ

か
ら
も
ぜ
ひ
続
け
て
欲
し

い
と
思
う
。

・
人
の
和
を
大
切
に
す
る

行
政
に
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
必
要
だ
。

・
役
場
が
最
大
限
機
能
す

る
た
め
に
は
、
か
ば
い
合

い
、
助
け
合
い
が
必
要
だ
。

町
長
、
副
町
長
の
責
任
で

は
な
い
の
か
。
議
会
も
し

っ
か
り
対
応
し
て
欲
し
い
。

・
役
場
の
人
事
評
価
制
度

は
あ
ま
り
よ
く
な
い
と
思

う
。

　
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

伝統を次世代につなぐためには伝統を次世代につなぐためには

議会と語る会の
まとめとこれから

町
職
員
の
人
材
管
理
な
ど
そ
の
他
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平
成
２７
年
度
決
算
は
、

予
算
額
に
対
し
大
き
な
乖

離り

が
生
じ
た
。
当
初
予
算

に
比
べ
一
般
会
計
は
７
・

９０
％
の
増
加
、
特
別
会
計

と
水
道
事
業
会
計
を
含
む

全
会
計
で
は
、
４
・
２９
％

の
増
加
だ
っ
た
。
９
回
も

の
補
正
を
行
っ
た
に
も
か

 

下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

町
村
議
会
（
松
川
・
高
森
・

豊
丘
・
喬
木
・
大
鹿
議
会
）

と
中
部
伊
那
町
村
議
会
協

議
会（
松
川
・
飯
島
・
中
川
・

大
鹿
議
会
）
は
、
平
成
２８

年
度
の
県
へ
の
陳
情
項
目

を
ま
と
め
た
。

　
松
川
町
よ
り
の
要
望
事

か
わ
ら
ず
、
過
去
１０
年
間

の
平
均
と
比
較
し
て
も
補

正
回
数
・
増
加
率
と
も
に

多
す
ぎ
る
印
象
だ
。

  

こ
の
状
態
が
恒
常
化
す

れ
ば
、
当
初
予
算
の
妥
当

性
が
失
わ
れ
か
ね
ず
、
そ

れ
を
議
会
が
審
議
・
議
決

す
る
意
義
は
薄
れ
、
当
初

予
算
を
積
算
す
る
行
政
業

務
も
形
骸
化
す
る
恐
れ
が

項
は
、
①
主
要
地
方
道

「
飯
島
飯
田
線
」
上
片
桐

バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
②
イ
ン
バ
ウ
ド
に

よ
る
国
際
交
流
支
援
に
つ

い
て
③
保
育
園
設
置
市
町

村
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

│
│
の
３
件
で
あ
り
、
偶

然
に
も
両
方
一
緒
の
陳
情

項
目
に
な
っ
た
。
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
去

る
９
月
２１
日
各
町
村
議
会

の
正
副
議
長
と
事
務
局
長

が
、
吉
川
、
高
橋
両
県
議

同
席
の
も
と
、
各
担
当
部

長
と
県
議
会
担
当
委
員
会

に
陳
情
要
請
を
実
施
し
た
。

　
中
部
伊
那
町
村
議
会
協

議
会
は
飯
島
町
が
当
番
だ

が
、
今
年
中
は
日
程
が
取

れ
ず
、
来
年
早
々
県
へ
陳

情
す
る
予
定
だ
。

あ
る
。
安
易
な
補
正
の
頻

発
に
よ
っ
て
当
初
予
算
の

信
頼
性
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
よ
り

一
層
の
精
緻
さ
を
も
っ
て

予
算
を
策
定
積
算
す
る
こ

と
、
補
正
上
程
は
議
会
が

定
め
る
一
定
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
を
、
近
日
中
に

提
言
書
と
し
て
行
政
に
示

す
予
定
だ
。
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議
会
の

  

う
ご
き

　
議
会
で
は
「
議
会
と
語

る
会
」
か
ら
頂
い
た
こ
の

問
題
を
深
刻
に
受
け
止
め
、

町
側
に
対
し
現
況
調
査
を

要
求
し
、
中
間
報
告
を
得

ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
一

般
質
問
で
も
多
く
の
関
連

質
問
が
あ
り
、
町
側
の
対

応
・
答
弁
は
お
粗
末
で
、

多
く
の
問
題
点
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

議
会
任
期
満
了
も
迫
る
な

か
、
早
急
に
改
善
を
行
う

べ
き
と
判
断
し
、
９
月
２８

日
提
言
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
以
下
、
概
要
を
掲
載

し
ま
す
。

労
務
管
理
と
労
働
環
境
に

関
す
る
提
言

　
（
前
略
）
多
数
寄
せ
ら
れ

た
役
場
職
員
の
中
途
退
職

・
休
職
者
の
問
題
を
、
今

ま
で
単
な
る
個
人
の
問
題

と
し
て
片
付
け
て
い
た
の

で
は
。
議
会
で
も
一
般
質

問
な
ど
で
何
度
も
こ
の
問

記

１
．
早
急
に
労
務
管
理
を

充
実
し
適
切
な
職
員
対
応

が
で
き
る
体
制
を
整
え
る

こ
と

２
．
不
本
意
な
中
途
退
職
、

休
職
の
要
因
に
通
じ
る
課

題
を
精
査
し
抜
本
的
な
改

善
を
迅
速
に
行
う
こ
と

３
．
明
る
く
意
欲
的
に
働

け
る
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
日
々
労
働
環
境
、
労

働
条
件
の
改
善
に
取
り
組

む
こ
と

か
い

題
に
通
じ
る
質
問
が
な
さ

れ
改
善
を
提
案
し
て
き
た
。

中
途
退
職
、
休
職
者
の
急

増
問
題
は
単
に
個
人
の
要

因
に
よ
る
も
の
で
は
な
く

職
員
を
取
り
巻
く
様
々
な

課
題
が
重
な
り
合
っ
て
発

生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
業
務
量
の
増
大
、
残

業
の
問
題
、
職
員
定
数
、

非
正
規
雇
用
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
、
人
材
育
成
、

人
事
評
価
、
人
事
異
動
な

ど
で
あ
る
。（
中
略
）
人
材

は
宝
で
あ
り
職
員
が
仲
間

意
識
を
持
ち
、
ま
た
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
気
持
ち
よ

く
職
務
に
専
念
で
き
る
環

境
作
り
が
最
も
重
要
で
あ

る
。

　
役
場
の
現
状
は
多
く
の

町
民
か
ら
指
摘
を
受
け
る

ほ
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
り

深
刻
で
あ
る
。
議
会
と
し

て
早
急
な
対
応
を
求
め
提

言
す
る
も
の
で
あ
る
。

リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
道
路
網

整
備
は
伊
那
谷
を
最
優
先
に

厳
正
な
当
初
予
算
と
補
正
を
求
め
る
！

町
職
員
の
人
材
育
成
、待
遇
改
善

　
　
　
　
　
　
　
徹
底
調
査
・
審
議
を
提
言

陳情



　
全
国
で
初
め
て
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制

定
し
、「
情
報
共
有
」
と
「
住

民
参
加
」
を
ま
ち
づ
く
り

の
二
大
原
則
と
し
て
町
政

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
町

で
、
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
財
政
民
主
主
義
の
先

進
地
と
言
わ
れ
る
町
を
視

察
し
た
。
行
政
に
と
っ
て

都
合
の
い
い
悪
い
で
な
く
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８
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
有
志
議
員
11
人
で

視
察
研
修
を
実
施
し
た
。
北
海
道
か
ら
山
形
県
ま
で

走
行
距
離
２
０
８
０
キ
ロ
。
自
分
の
町
に
置
き
換
え

て
ど
う
か
。
感
動
の
あ
る
視
察
だ
っ
た
。

て
、
で
き
る
限
り
情
報
を

開
示
し
て
い
こ
う
と
い
う

姿
勢
で
貫
か
れ
て
お
り
、

「
ニ
セ
コ
町
予
算
説
明
書

（
も
っ
と
知
り
た
い
今
年
の

仕
事
）
」
と
い
う
全
予
算

の
細
部
ま
で
載
っ
た
厚
い

冊
子
を
、
毎
年
各
世
帯
へ

配
布
し
て
い
る
。
我
が
町

で
こ
れ
を
す
る
と
な
れ
ば
、

ど
ん
な
組
織
体
制
が
良
い

の
か
。
ま
た
、
情
報
公
開

の
基
本
と
な
る
文
書
管
理

の
閲
覧
は
、
す
べ
て
の
書

類
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
ど
の
資

料
も
３０
秒
以
内
に
取
り
出

せ
る
よ
う
整
理
さ
れ
て
い

る
。

　
行
政
職
員
の
仕
事
の
三

分
の
一
は
過
去
の
書
類
探

し
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
仕
事
の
合
理
化
が
図

れ
る
と
同
時
に
、
住
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
も
瞬

時
に
対
応
で
き
る
画
期
的

な
シ
ス
テ
ム
を
見
て
き
た
。

　
ニ
セ
コ
町
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
平
成
２４
年
で

１
・
７４
。
全
国
平
均
は
１
・

３９
。
雪
の
多
い
北
海
道
の

田
舎
町
で
の
こ
と
だ
。
ま

た
、
新
エ
ネ
、
省
エ
ネ
の

導
入
を
進
め
、
循
環
型
社

会
に
向
け
た
取
り
組
み
が

盛
ん
だ
。
生
ゴ
ミ
や
下
水

道
汚
泥
は
、
家
畜
の
糞
尿

と
混
ぜ
て
堆
肥
化
し
資
源

化
し
て
い
る
。
平
成
２１
年

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
５６
・

４
％
。
今
よ
り
２３
年
前
か

ら
住
民
自
治
を
考
え
、
第

７
代
目
の
逢
坂
誠
二
町
長

が
職
員
と
協
力
し
て
、
住

民
と
培
っ
て
き
た
手
順
と

実
践
の
標
準
化
を
果
た
し

た
。
地
方
自
治
の
神
髄
で

は
な
い
か
。
素
晴
ら
し
い

実
践
を
咀
嚼
し
、
我
が
町

に
導
入
す
る
こ
と
は
恥
ず

か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

北
海
道

　
ニ
セ
コ
町
役
場

北
海
道

　
ニ
セ
コ
町
役
場

隠
す
モ
ノ
は
何
も
な
い
！

隠
す
モ
ノ
は
何
も
な
い
！

徹
底
し
た
情
報
開
示
が

　
　
住
民
パ
ワ
ー
を
引
き
出
す

徹
底
し
た
情
報
開
示
が

　
　
住
民
パ
ワ
ー
を
引
き
出
す

先進地
視察で
見えた

先進地
視察で
見えた 町の課題

処方箋
北海道ニセコ町
Ｊファーム苫小牧
秋田市教育委員会
オークフィールド八幡平
飯豊町観光協会 しょ ほう せん

卓越したリーダーシップがまちを変える
ニセコ町長　片山健也氏

卓越したリーダーシップがまちを変える
ニセコ町長　片山健也氏

そ

し
ゃ
く

のの
町の課題

処方箋

議会のうごき

※

※

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス…
行
政
デ
ー
タ
や
情
報
を
公
開
活
用
し
、
住
民
が
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
・
実
行
段
階
で
協
働
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
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全
国
学
力
テ
ス
ト
で
常

に
ト
ッ
プ
を
走
り
続
け
る

秋
田
県
。
秋
田
県
が
教
育

改
革
に
本
格
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
今

か
ら
５０
年
ほ
ど
前
、
当
時

の
「
全
国
中
学
校
一
斉
学

力
テ
ス
ト
」
で
４７
都
道
府

県
中
４０
位
台
と
低
迷
し
て

い
た
。
関
係
者
は
こ
の
結

果
に
危
機
感
を
覚
え
、
保

護
者
を
は
じ
め
多
く
の
県

民
の
協
力
を
得
て
、
大
胆

で
積
極
的
な
改
革
が
始
ま

っ
た
。
そ
の
取
り
組
み
や

課
題
を
市
教
育
委
員
か
ら

学
ん
だ
。

学
校
訪
問
に
よ
る
指
導

　
指
導
主
事
が
計
画
訪
問

を
し
、
学
校
側
か
ら
教
育

方
針
の
聞
き
取
り
と
全
学

級
の
授
業
参
観
や
授
業
研

究
な
ど
を
行
い
、
助
言
や

指
導
に
よ
る
改
善
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
中
学
校
で
は
授
業
の
準

備
を
教
員
ひ
と
り
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
教
科
の

垣
根
を
越
え
て
チ
ー
ム
で

ひ
と
つ
の
授
業
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
る
。

教
職
員
研
修
制
度
の
実
施

　
研
修
を
７１
講
座
設
定
し
、

市
独
自
で
進
め
て
い
る
。

忙
し
く
互
い
の
授
業
を
研

究
し
合
う
機
会
が
減
り
、

ベ
テ
ラ
ン
教
員
の
技
術
が

若
い
教
員
に
伝
わ
り
に
く

く
な
っ
た
。

　
各
教
科
小
中
合
同
研
修

会
や
全
市
一
斉
授
業
研
修

会
を
行
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

共
有
に
努
め
て
い
る
。

学
力
調
査
な
ど
の
活
用

　
学
習
指
導
改
善
の
方

策
・
授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
、

ポ
イ
ン
ト
・
実
践
事
例
集

の
作
成
を
行
い
、
各
校
へ

配
布
し
て
い
る
。

　
若
い
先
生
や
教
え
方
に

自
信
の
持
て
な
い
先
生
は

チ
ー
ム
力
で
鍛
え
ら
れ
成

長
す
る
。
そ
の
実
践
が
学

力
向
上
へ
つ
な
が
る
基
と

な
る
。
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当
町
が
考
え
て
い
る
南

信
州
ま
つ
か
わ
観
光
局（
仮
）

の
方
向
性
を
探
る
た
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
国
際
交
流

で
経
産
省
も
認
め
る
全
国

有
数
の
先
進
事
例
を
視
察

し
た
。

　
人
口
約
７
５
０
０
人
、

米
作
と
米
沢
牛
の
産
地
で

あ
る
。
豪
雪
地
帯
を
逆
手

に
取
り
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
体
験
を
盛
り
込
ん
だ
雪

遊
び
と
農
家
民
泊
が
ヒ
ッ

ト
。
昨
年
度
の
来
訪
者
は

８
０
０
０
人
と
な
り
町
の

人
口
を
超
え
た
。

　
誘
客
の
た
め
に
大
型
投

資
を
し
た
わ
け
で
は
な
く

地
域
の
日
常
を
旅
行
者
が

体
験
す
る
シ
ン
プ
ル
な
日

程
、
家
に
や
っ
て
き
て
、

食
や
会
話
を
楽
し
み
、
ゆ

っ
く
り
し
て
も
ら
う
だ
け
。

飯
豊
町
の
豊
か
な
自
然
環

境
と
温
か
い
も
て
な
し
と

手
作
り
感
が
、
旅
行
慣
れ

し
た
台
湾
人
の
心
を
捉
え

た
よ
う
だ
。
今
年
か
ら
タ

イ
か
ら
の
観
光
客
の
受
け

入
れ
も
始
ま
り
、
増
加
す

る
来
訪
者
に
対
応
す
る
た

め
に
、
他
地
区
へ
の
分
散

宿
泊
を
す
る
な
ど
広
域
連

携
も
始
ま
っ
た
。
何
も
な

い
、
と
言
わ
れ
が
ち
な
田

舎
だ
が
工
夫
次
第
で
海
外

か
ら
の
集
客
は
で
き
る
こ

と
を
実
証
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
の
ス
タ
ッ
フ

は
わ
ず
か
３
人
。
民
間
企

業
で
の
営
業
経
験
が
豊
富

で
、
臆
す
る
こ
と
な
く
体

当
た
り
営
業
で
自
分
た
ち

の
思
う
こ
と
を
実
現
し
て

き
た
。
少
人
数
の
協
会
運

営
で
あ
る
が
無
料
の
Ｉ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
情
報
共

有
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　
行
政
で
は
で
き
な
い
こ

と
も
協
会
と
い
う
組
織
ゆ

え
に
自
由
度
も
大
き
く
、

発
想
と
本
気
と
行
動
力
が

人
を
呼
ぶ
と
認
識
し
た
。

飯
豊
町
観
光
協
会

山
形
県
飯
豊
町

飯
豊
町
観
光
協
会

山
形
県
飯
豊
町

秋
田
市
教
育
委
員
会

秋
田
県
秋
田
市

秋
田
市
教
育
委
員
会

秋
田
県
秋
田
市

観
光
資
源
は
ヒ
ト
と
行
動
力

観
光
資
源
は
ヒ
ト
と
行
動
力

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先
進
地
の
熱
い
若
衆

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先
進
地
の
熱
い
若
衆

彼らの行動力の源は何か

学力全国トップの秘けつは

彼らの行動力の源は何か

学力全国トップの秘けつは

「
ス
ー
パ
ー
先
生
」よ
り
も

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

「
ス
ー
パ
ー
先
生
」よ
り
も

　
　
　
　
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

教
育
ノ
ウ
ハ
ウ
を
皆
が
共
有

教
育
ノ
ウ
ハ
ウ
を
皆
が
共
有

※

指
導
主
事…

教
育
委
員
会
事
務
局
に
所
属
し
、
現
場
の
教
員
に
学
校
教
育
の
専
門
的
事
項
を
指
導
す
る

※



シニア層を惹き付ける洗練された魅力シニア層を惹き付ける洗練された魅力

　
都
市
に
住
む
高
齢
者
の

地
方
移
住
を
促
す
生
涯
活

躍
の
ま
ち
（
日
本
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
）
構
想
の
先
駆
的
事

業
と
し
て
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
を
見
た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ス
ト

レ
ス
フ
リ
ー
の
雄
大
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
、

文
化
芸
術
、
学
習
、
農
業
、

若
者
と
の
交
流
な
ど
の
活
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広
大
な
敷
地
に
農
業
生

産
法
人
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
ア
グ
リ
生
産
プ
ラ
ン
ト

を
運
営
す
る
会
社
を
見
学

し
た
。
３
・
８
㌶
の
な
か

で
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
と
ト
マ

ト
な
ど
の
周
年
栽
培
を
行

っ
て
い
る
。

　
栽
培
棟
の
水
耕
栽
培
は
、

温
度
・
湿
度
・
施
肥
・
日

照
・
Ｃ
Ｏ
2

な
ど
す
べ
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管
理
さ

れ
お
り
、
人
の
手
間
を
借

り
な
い
生
産
工
場
で
あ
る
。

　
販
売
先
は
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
な
ど
大
手
企
業
、

今
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で

拡
大
し
て
お
り
、
世
界
を

見
す
え
て
い
る
。

　
全
施
設
１０
億
円
の
投
資

で
３
億
円
の
補
助
が
国
か

ら
あ
っ
た
。
企
業
が
本
格

的
に
農
産
物
の
生
産
販
売

を
行
う
時
代
と
な
り
、
地

域
を
選
ば
な
い
生
産
物
の

生
産
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
を
実
感
し
た
。

動
を
提
供
す
る
」
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　
施
設
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
整
っ
た
建
物
で
、
清
潔

感
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
窓

か
ら
の
眺
め
は
岩
手
山
を

望
み
、
森
林
に
囲
ま
れ
て

素
晴
ら
し
い
。
月
額
の
入

所
料
が
約
１７
万
円
、
専
属

シ
ェ
フ
の
作
る
料
理
も
大

き
な
魅
力
だ
。

　
移
住
と
な
る
鍵
は
、
自

己
実
現
と
豊
か
な
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
を
提
供
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。

　
わ
た
し
た
ち
の
町
は
今
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
人
間
の
健
康
と

同
じ
で
、
病
気
の
と
き
は

対
処
療
法
も
必
要
だ
が
、

根
本
的
な
治
療
を
施
さ
な

い
と
再
発
す
る
。
抜
本
的

改
善
の
た
め
に
は
、
「
何

が
原
因
な
の
か
」
を
見
極

め
な
い
と
治
療
の
方

法
を
間
違
え
る
こ
と

も
あ
る
。

　
視
察
に
訪
れ
た

先
々
で
は
、
わ
が
町

の
課
題
の
「
原
因
」

が
見
え
た
よ
う
に
思

う
。
ニ
セ
コ
町
で
は

「
役
場
職
員
も
普
通

の
人
間
」
と
住
民
に

理
解
を
求
め
、
住
民

が
主
役
、
役
場
は
黒

子
役
、
と
い
う
考
え
が
徹

底
し
て
い
る
。

　
飯
豊
町
観
光
協
会
で
は
、

た
っ
た
３
人
の
若
者
が
情

熱
と
行
動
力
で
地
域
を
変

え
る
姿
を
見
た
。
そ
の
裏

で
は
行
政
が
影
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
若
者

の
自
由
な
発
想
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
、
か
つ
全
て
の

責
任
は
取
る
、
と
い
う
覚

悟
が
あ
る
。

  

秋
田
市
教
育
委
員
会
で

は
熱
血
先
生
に
頼
る
教
育

よ
り
も
、
す
べ
て
の
教
員

に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
、

「
教
え
る
能
力
」
の
平
均

を
引
き
上
げ
る
取
り
組
み

を
見
た
。

　
共
通
す
る
の
は

「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」
に

頼
ら
な
い
行
政
の
姿

勢
だ
。
徹
底
し
て
住

民
や
当
事
者
を
育
成

し
、
行
政
は
フ
ォ
ロ

ー
役
に
徹
す
る
。
そ

し
て
全
責
任
を
背
負

う
覚
悟
が
あ
る
。
子

ど
も
の
成
長
を
見
守

り
な
が
ら
、
親
と
し

て
全
責
務
が
あ
る
親
子
関

係
に
似
て
い
る
。

　
わ
が
町
で
は
ど
う
か
。

住
民
力
を
最
大
限
に
伸
ば

す
た
め
に
、
行
政
は
情
報

を
開
示
し
て
導
く
裏
方
に

徹
し
、
根
気
強
く
育
て
る

責
務
を
負
う
覚
悟
は
あ
る

だ
ろ
う
か
。

もはや農場ではなく巨大なプラントだもはや農場ではなく巨大なプラントだ

Ｊ
フ
ァ
ー
ム
苫
小
牧

北
海
道
苫
小
牧
市

Ｊ
フ
ァ
ー
ム
苫
小
牧

北
海
道
苫
小
牧
市

オ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
八
幡
平

岩
手
県
八
幡
平
市

オ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
八
幡
平

岩
手
県
八
幡
平
市

世
界
を
見
す
え
た
先
進
農
業

世
界
を
見
す
え
た
先
進
農
業

従
業
員
に
誇
り
と
生
き
甲
斐
あ
ふ
れ
る

従
業
員
に
誇
り
と
生
き
甲
斐
あ
ふ
れ
る

「
施
設
」と
い
う
感
覚
は
ダ
メ

「
施
設
」と
い
う
感
覚
は
ダ
メ

誰
も
が
住
み
た
く
な
る
環
境
を

誰
も
が
住
み
た
く
な
る
環
境
を

まとめと提言まとめと提言



一般質問で行政側が「検討する」と答弁したものが、その後どうなっているか追跡しました。

質問 奨学金制度の充実と返済困難者への支援を 2012年 3月議会
2015年12月議会

　意欲と能力のある生徒が、経済的理由で進学を断念することのないように奨学金制度の
拡充を。また、Ｕターン定住促進政策として、奨学金返済を抱える帰郷者への支援を。

対象

昭和46年～

平成14年～

平成21年～

平成28年～

支給・貸与金　額

このように拡充されましたこのように拡充されました

高校生 支 給

貸 与

貸 与

貸 与

年 120,000
20,000
20,000
30,000

月額

月額
月額

20,000月額
50,000月額

高校生

高校生
大学生

高校生
大学生

松川町の奨学金制度の変遷

子どもの未来が町の未来をつくる

　日本の子どもの貧困率はＯＥＣＤ加盟国の中で最悪の水準にあり、6人に1人の子どもが
貧困状態にあるとされています。進学を希望しても経済的事情であきらめる子どもを減ら
すには、国レベルでも自治体レベルでも支援が必要です。
  今年度から、現代の物価事情に見合わなくなった大学生の貸与奨学金は、月額２万円ア
ップして５万円となりました。入学金などに使えるように、半年分または１年分を一括し
て受け取ることもできます。また、返済期間も貸与を受けた期間の３倍に延長され、一定
の条件を満たす帰郷者には、最大で２５万円の奨学金返済支援を行うことになりました。

●松川町ふるさと学費応援補助金
◆目的
奨学金を受けて大学等に進学し、卒業後に松川町に居住する人が返還している奨学金の一部
を補助することで、ふるさとを担う人材の確保と地域の活力を創出します。
◆対象者　　次の要件をすべて満たす方（ただし公務員を除く）
　①奨学金の貸与を受けて大学、短大、専修学校専門課程に進学した者
　②平成27年4月以降から奨学金等の返還を開始した者、又は平成27年4月以降に新たに松川
　　町に住民登録した者
　③月賦、半年賦、年賦で奨学金の返還を行い、滞納していない者
　④補助申請する前年度より引き続き松川町に住民登録があり、居住している者
　⑤交付期間後も引き続き松川町に居住する意思のある者
　⑥町税等の滞納がない者
◆補助金額
前年度中に返還した奨学金（補助対象金額）の4分の1
　　　【年間最大5万円】×連続する5回を限度とします。
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※返済期間は貸与を受けた期間の３倍に延長。
　（例：４年間貸与を受けたら、12年間で返済）

※返済開始は卒業月の1年後から。返済期間は貸与を
　受けた期間の２倍。

松川町ふるさと学費応援補助金も創設されました（平成28年4月～）松川町ふるさと学費応援補助金も創設されました（平成28年4月～）

議会はこの公務員
除外条項の見直しを
求めています

※

※

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ…

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
中
心
に
日
米
を
含
む
先
進
国
３５
か
国
が
加
盟
す
る
国
際
機
関



●全会一致で議決されたもの

●多数意見により議決されたもの

寺澤美佐子氏
（生田）
新任

高坂　敏昭氏
（生田）
再任

平成28年第2回臨時会議決結果

平成28年第3回臨時会議決結果

水路氾濫による床上浸水及び駐車場砕石洗掘の損害賠償の額について（専決第1号）

平成28年度一般会計補正予算(第2回) 総額に変更なし。（歳出：農林水産業費、消防費増  予備費減）

床上浸水及び駐車場砕石洗掘による損害賠償額の報告

可決
補正
予算

報告

件　　　　　名

件　　　　　名 内　　　　容

平成28年度一般会計補正予算（第3回）

平成27年度社会資本整備総合交付金事業　町道大草線橋梁整備工事変更請
負契約の締結について

町道大草線橋梁整備工事変更請負契約（7587万円）
株式会社　ヤマウラ

724万円を追加し、64億1315万円に

可決

可決

契約

友好姉
妹都市

意見書

補正
予算

報告

認定

人事

陳情

意見書

陳情

補正
予算

決算
認定

件　　　　　名 結 果

結 果

結 果

内　　　　容

平成28第3回定例会議決結果

松川町使用料徴収条例の一部改正

松川町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
改正

公民館改修に伴う使用料徴収条例の改正
農業委員会制度改正に伴う条例の制定
農業委員会制度改正に伴う条例の改正

松川町議会委員会条例における常任委員会の名称、委員定数及び
所管の改正

常任委員会の改正に伴う松川町議会広報の発行に関する条例の廃止
県道から町道への管理移管

マイナンバーの利用等に関する法律に基づく保育料の徴収事務に
おけるマイナンバー利用及び特定個人情報の提供に関する条例改
正

埼玉県蓮田市と友好姉妹都市を締結

歳入17億9163万円　　歳出16億6605万円

可決

可決
松川町農業委員会に関する条例 可決
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決

松川町議会委員会条例の一部改正 可決

松川町議会広報の発行に関する条例を廃止
町道の認定について

可決
可決

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認定
歳入　1億4255万円　　歳出　1億4221万円後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認定
歳入12億9476万円　　歳出12億6317万円介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認定
歳入　2億9987万円　　歳出　2億8784万円公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 認定
歳入　3億9558万円　　歳出　3億7781万円農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 認定

353万円を追加し、17億1271万円に国民健康保険事業特別会計補正予算（第2回） 可決
29万円を追加し、1億5157万円に後期高齢者医療特別会計補正予算（第1回） 可決
2082万円を追加し、13億1670万円に介護保険事業特別会計補正予算（第1回） 可決
613万円を追加し、3億3847万円に公共下水道事業特別会計補正予算（第1回） 可決
498万円を追加し、3億9435万円に農業集落排水事業特別会計補正予算（1回） 可決
473万円を追加し、5億2850万円に保養宿泊施設事業特別会計補正予算（第1回） 可決
324円を追加し、3681万円に青年の家特別会計補正予算（第1回） 可決
8万円を追加し、762万円に発電事業特別会計補正予算（第1回） 可決
収益的支出　補正額400万円　計2億9190万円に水道事業会計補正予算（第2回） 可決

町道115号線での自動車破損による損害賠償額の報告
平成27年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

自動車破損による損害賠償の額について（専決第2号）
平成27年度財政健全化判断比率等の報告

生田　高坂　敏昭教育長（新制度の教育長職）松川町教育長の任命 同意
生田　寺澤　美佐子委員松川町教育委員会委員の任命 同意
元大島　酒井　克元委員　　　　元大島　伊藤　政子委員人権擁護委員の候補者の推薦 同意

陳情提出者　飯下建設産業労働組合連合会
代表者　会長　壬生　一

公共工事設計労務単価引き上げを受け、建設労働者の適正賃金確保に向けた
取り組みを求める陳情 採択

陳情提出者　みなみ信州農業協同組合
代表理事組合長　田内　市人

TPPに関する情報開示の徹底と持続可能な農業経営の実現に向けた農業政策
の確立を求める陳情 採択

提出議員　森谷　岩夫
賛同議員　松井　悦子　　橋本　喜治　　菅沼　一弘　　間瀬　重男

TPPに関する情報開示の徹底と持続可能な農業経営の実現に向けた農業政策
の確立を求める意見書 可決

歳入　5億4418万円　　歳出　5億1345万円保養宿泊施設事業特別会計歳入歳出決算認定 認定
歳入　　　　3744万円　　歳出　　　　3420万円青年の家特別会計歳入歳出決算認定 認定
歳入　　　　4623万円　　歳出　　　　4616万円発電事業特別会計歳入歳出決算認定 認定
収益的収入　2億9891万円　　資本的収入　　　　8414万円
収益的支出　3億1604万円　　資本的支出　2億1195万円

歳入　69億6237万円　
歳出　63億7891万円

3億7785万円を追加し、67億9100万円に

陳情提出者　日本労働組合総連合会
長野県連合会　　会長　中山　千弘

陳情提出者　元大島　宮下　繁

提出議員　米山　由子
賛同議員　坂本　勇治　　島田　弘美

水道事業会計決算認定 認定

友好姉妹都市の締結について 可決

条

例

平
成
27
年
度
決
算
認
定

平
成
28
年
度
補
正
予
算

件　　　　　名 内　　　　容
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加
賀
田
亮

菅
沼
一
弘

黒
澤
哲
郎

坂
本
勇
治

熊
谷
宗
明

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

島
田
弘
美

橋
本
喜
治

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

米
山
由
子

白
川
靖
浩

結果 内　　容

可決

可決

採択

採択
否決

可決

平成27年度一般会計歳入歳出決算認定

平成28年度一般会計補正予算（第4回）

「奨学金制度の充実等を求める意見書」の
採択を求める陳情

「松川町議会政務活動費の交付に関する
条例」の改正を求める陳情

奨学金制度の充実等を求める意見書

7月 1日 (金) 社会文教常任委員会
7月 5日 (火) 議会だより編集委員会
7月 7日 (木) 議会だより編集委員会
7月 8日 (金) 町村議会改革シンポジウム
7月 14日 (木) 議員協議会
7月 20日 (水) 社会文教常任委員会
7月 20日 (水) 議会と語る会(古町・上新井地区)
7月 21日 (木) 長野県町村議会議員研修会
7月 22日 (金) 議会と語る会(生田地区）
7月 24日 (日) 議会と語る会(名子地区）
7月 26日 (火) 議会全員協議会
7月 26日 (火) 第2回臨時会
7月 28日 (木) 北部ブロック町村議会議員研修会

7月 30日 (土) 議会と語る会（上大島地区）
7月 30日 (土) 議会と語る会（上片桐地区）
8月2日 (火)、3日(水)  
   牧之原市議会視察受入
8月 5日 (金) 議会運営委員会
8月 25日 (月) 議員協議会
8月 25日 (月) 第3回臨時会
8月 25日 (月) 議会全員協議会
9月 2日 (金) 中部伊那町村議会研修会
9月 5日 (月) 第3回定例会(開会)
9月 5日 (月) 議会だより編集委員会
9月 8日(木)、9日(金)  
   社会文教常任委員会

9月 12日 (月)、13日(火)  
   総務産業建設常任委員会
9月 15日 (木) 一般質問
9月 21日 (水) 北部ブロック町村議会
   正副議長県知事陳情
9月 23日 (金) 議員協議会
9月 23日 (金) 議会全員協議会
9月 23日 (金) 本会議（再開╱最終日）
9月 26日 (月) 議会だより編集委員会
9月 28日 (水) 都市・農村共生社会創造 
   シンポジウム
9月 29日 (木) 福井県大野市視察受入
9月 30日 (金) 議会だより編集委員会
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教育長 教育委員

○ 賛成　▼ 反対



1　加賀田亮議員（19ページ）
・この４年間で「協働」は十分に
　機能したか

2　熊谷宗明議員（20ページ）
・鳥獣害対策について
・南信州まつかわ観光局（仮）の方
　向性は

3　坂本勇治議員（21ページ）
・町の業務体制での課題は
・自然エネルギー利用の明確な目的
　は

4　森谷岩夫議員（22ページ）
・健康のための予防活動は十分か
・教育現場と教育委員会のより良い
　関係とは

5　間瀬重男議員（23ページ）
・高齢者や障がい者のために集会
　施設に机や椅子の配慮を
・不登校の現状と予防対策について

6　菅沼一弘議員（24ページ）
・大規模災害の備えは万全か
・生田東小学校施設、青年の家など
　今後のあり方は

7　松井悦子議員（25ページ）
・人事評価制度の検証は

8　黒澤哲郎議員（26ページ）
・今、行政改革しなければならない
　ことは
・生き甲斐づくりによる町の活性化
　と健康増進について

  

住
民
参
加
型
の
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
投
稿
・
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

純
真
な
笑
顔
の
瞬
間
を
！

　
保
育
園
・
小
中
学
校
の

行
事
な
ど
で
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
撮
影
し
た
写

真
を
投
稿
く
だ
さ
い
。

言
い
た
い
聞
き
た
い
！

　
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

や
疑
問
な
ど
を
投
稿
く
だ

さ
い
。
ど
ん
な
視
点
で
も

結
構
で
す
。

議
会
広
報
紙
を
チ
ェッ
ク
！

　
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
お
気
づ
き
の
点
、

批
評
な
ど
を
、
自
由
な
視

点
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

御
礼 

モ
ニ
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

　
今
回
は
14
人
の
モ
ニ
タ

ー
の
皆
さ
ま
か
ら
多
種
多

様
な
批
評
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
紙
面
が
堅

苦
し
く
、
読
者
の
関
心
を

引
く
に
は
程
遠
い
、
と
の

厳
し
い
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
真
摯
に
受
け

止
め
今
後
の
改
善
に
努
力

い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　
各
募
集
の
投
稿
や
条
件

の
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会

事
務
局
ま
で
。

３
６

－

７
０
２
０

gikai@
m
atsukaw

a-tow
n.jp

詳細な政務活動費報告書類はインターネット・議会事務局
で公開しています。 
　https://goo.gl/Cv0sCf （シー・ブイ・ゼロ・エス・シー・エフ）
過去の一般質問は議事録にて公開しています。

松川町　政務活動費 検索 松川町　本会議 会議録 検索

議員活動をチェック！
政務活動費・一般質問
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加賀田　亮
菅沼　一弘
黒澤　哲郎
坂本　勇治
熊谷　宗明
森谷　岩夫
米山　俊孝
島田　弘美
橋本　喜治
間瀬　重男
松井　悦子
米山　由子
白川　靖浩
関　　克義

件数
5
2
2
2
1
1
2
2
2
2
0
0

活動支出額
73,330円
67,133円
67,132円
67,139円
51,461円
51,461円
73,406円
72,566円
67,026円
67,026円

0円
0円

申請上限額※2
56,000円
56,000円
56,000円
56,000円
56,000円
56,000円
56,000円
56,000円
56,000円
56,000円
56,000円
40,000円
未申請
未申請

後期
8
7
8
7
8
6
4
3
2
5
3
2
0
議長

計
16
15
16
13
16
13
12
3
8
10
8
5
0
6

前期
8
8
8
6
8
7
8
議長
6
5
5
3
0
6

政務活動費（4～9月）速報※1 一般質問回数第15期
議員名

※1 9月末時点の集計であり、議長審査前のものも含みます
※2 申請上限額を超えた支出は自費負担、期限内に支出が満たない場合は
返還されます

募集
皆
さ
ま
と
つ
く
る
議
会
だ
よ
り
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シニア層が黒子役に徹する
震災復興のトップランナー宮城県女川町

社会課題を解決しつつ
収益も確保する社会的企業

加賀田亮 議員加賀田亮 議員

社
会
志
向
型
企
業

※

サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ…

物
言
わ
ぬ
多
数
派
。
積
極
的
に
発
言
は
し
な
い
大
多
数
が
存
在
す
る

※

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー…
会
議
で
の
特
殊
な
中
立
的
進
行
役
。
参
加
者
の
心
理
や
状
況
を
読
み
、
意
見
や
考
え
を
引
き
出
す

（
問
）
過
去
全
て
の
一
般
質

問
に
て
「
協
働
」「
住
民

自
治
」
を
共
通
テ
ー
マ
と

し
て
き
た
。
住
民
が
主
体

と
な
り
地
域
の
課
題
に
対

応
す
る
姿
が
真
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
だ
と
信
ず
る
が
、

多
く
の
要
素
が
複
合
的
に

絡
み
合
う
問
題
だ
。

　
過
去
に
質た

だ

し
た
各
事
項

の
そ
の
後
を
問
う
。
若
年

者
や
定
住
希
望
者
の
社
会

的
企
業
・
起
業
に
対
す
る

支
援
は
。

（
町
長
）
定
住
促
進
に
就

業
は
重
要
だ
。
雇
用
促
進

支
援
員
を
設
け
、
企
業
と

学
校
の
連
携
を
図
っ
て
い

る
。

（
産
業
観
光
課
長
）
今
年
度

か
ら
移
住
交
流
相
談
員
を

配
置
し
た
。
商
工
会
と
連

携
し
て
起
業
を
支
援
す
る

体
制
構
築
を
進
め
て
い
る
。

（
問
）
独
立
起
業
の
枠
組
み

ま
で
行
政
が
支
援
す
る
の

は
疑
問
だ
。
徳
島
県
上
勝

町
の
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
」
事
業
、高
知
県
四
万

十
町
の「
四
万
十
ド
ラ
マ
」

の
よ
う
に
、
住
民
が
主
体

的
に
地
域
課
題
を
解
決
し

な
が
ら
雇
用
と
収
益
を
得

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
望

ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
は

徹
底
し
た
情
報
開
示
と
、

協
議
す
る
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
品
質
の
向

上
が
欠
か
せ
な
い
。

　
行
政
は
地
域
づ
く
り
会

議
の
活
用
を
公
言
し
た
が
、

そ
の
後
ど
う
運
用
し
て
い

る
の
か
。

（
総
務
課
長
）
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
な
ど
で
行
政
の
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

（
町
長
）
地
域
づ
く
り
会

議
の
会
合
を
計
画
し
て
い

る
。
今
後
も
活
用
し
た
い
。

協
働
推
進
の
体
制
構
築
は

重
要
だ
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
福
祉
・

健
康
を
考
え
る
集
会
は
住

（
問
）
シ
ニ
ア
層
が
主
役
と

な
る
の
で
は
な
く
、
次
世

代
を
育
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

継
承
に
専
念
で
き
る
「
縁

の
下
の
力
持
ち
」
と
し
て

の
生
涯
活
躍
に
も
傾
注
す

べ
き
だ
。
若
者
が
主
体
に

な
ら
な
い
と
、
彼
ら
の
本

音
は
引
き
出
せ
な
い
。
サ

イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ※

に
つ
い
て
は
ど
う
対
応
し

て
い
る
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

各
種
団
体
や
協
議
会
で
聞

こ
え
な
い
声
を
吸
収
す
る

仕
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
る
。

（
要
望
）
会
合
に
出
席
で

き
る
人
は
サ
イ
レ
ン
ト
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
は
言
え
な

い
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

す
る
な
ど
、
新
し
い
観
点

で
対
応
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

住
民
の
声
に
出
せ
な
い
ニ

ー
ズ
を
敏
感
に
察
知
す
る

セ
ン
ス
が
町
職
員
に
求
め

ら
れ
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー※
能
力
は
そ
の
典
型
で

あ
り
、
そ
の
人
材
育
成
に

注
力
す
べ
き
だ
。

民
主
体
の
問
題
解
決
行
動

の
典
型
例
だ
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

住
民
協
働
が
持
続
可
能
に

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
化
は
重
要

な
要
素
だ
。

（
問
）
行
政
は
地
域
の
「
課

題
」
と
「
ニ
ー
ズ
」
を
結

び
付
け
る
に
と
ど
め
、
住

民
が
主
体
的
に
「
解
決
」

す
る
よ
う
導
く
べ
き
だ
。

こ
れ
が
真
の
「
情
報
提
供
・

開
示
」
で
あ
り
、
後
継
者

不
足
に
悩
む
各
種
団
体
の

協
働
活
動
で
、
若
者
が
主

体
と
な
る
好
機
と
な
る
。

　
宮
城
県
女
川
町
の
事
例

の
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
層
は

黒
子
役
に
徹
し
、
次
世
代

を
支
援
育
成
す
る
こ
と
が
、

世
代
間
の
継
承
・
融
和
に

な
る
の
で
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
生
涯
活

躍
構
想
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
の
推
進
を
検
討
し
て

い
る
。

（
副
町
長
）
課
題
と
ニ
ー

ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

こ
と
は
重
要
な
情
報
開
示

で
あ
る
と
考
え
る
。

Ⓒ女川町復幸祭実行委員会Ⓒ女川町復幸祭実行委員会

問答

住
民
が
自
ら
考
え
行
動
す
る
環
境
を
整
え
た
か

少
し
ず
つ
改
善
し
途
上
に
あ
る
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観光局（仮）が運営できるか？（青年の家）

猿の追い出しが期待される

熊谷宗明 議員熊谷宗明 議員

（
問
）
柵
の
な
か
に
住
み
つ

い
た
猿
が
繁
殖
し
、
丹
精

込
め
て
育
て
て
き
た
農
産

物
が
食
い
荒
さ
れ
て
お
り
、

生
産
者
の
怒
り
は
頂
点
に

達
し
て
い
る
。
年
々
凶
暴

化
し
て
お
り
、
人
身
に
被

害
が
及
ぶ
前
の
対
策
が
急

務
で
あ
る
が
。

（
産
業
観
光
課
長
）
通
学
路

な
ど
へ
も
出
て
来
て
お
り
、

新
し
い
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
総
合
的
に
進
め
て
い

く
。

（
問
）
清
流
苑
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
や
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
も
出

没
し
て
お
り
、
遊
戯
銃
で

追
い
払
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
猿
が
嫌
が
る
環

境
を
作
る
た
め
に
山
羊
の

放
牧
を
提
案
す
る
。
山
羊

は
人
な
つ
っ
こ
く
山
羊
牧

場
と
し
て
発
展
す
れ
ば
人

気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
、
誘

客
に
も
つ
な
が
る
が
。

（
産
業
観
光
課
長
）
山
羊
は

地
元
農
家
の
協
力
を
得
て
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
考
え

て
い
く
。

（
問
）
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
ク

（
猿
追
い
犬
）
が
各
地
で

注
目
さ
れ
、
猿
か
ら
畑
を

守
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
訓
練
費

用
な
ど
支
援
を
し
て
、
飼

育
者
を
増
や
す
こ
と
を
喚

起
す
べ
き
だ
。

（
産
業
観
光
課
長
）
地
元
の

方
で
飼
育
の
希
望
が
出
て

く
れ
ば
支
援
を
検
討
し
て

い
く
。

（
問
）
狩
猟
免
許
の
取
得
を

支
援
し
て
猟
友
会
へ
の
加

入
促
進
を
図
る
と
共
に
、

駆
除
頭
数
に
よ
る
成
果
報

酬
で
は
な
く
、
出
動
手
当

方
式
に
し
て
運
営
を
援
助

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
産
業
観
光
課
長
）
防
護
柵

が
出
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

駆
除
頭
数
が
減
っ
て
き
て

お
り
、
猟
友
会
の
財
源
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
見
え
て
き
た
。
成

果
報
酬
で
は
な
く
、
活
動

に
対
し
て
補
助
を
し
て
い

く
こ
と
も
今
後
は
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

（
問
）
南
信
州
ま
つ
か
わ
観

光
局（
仮
）の
設
立
は
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の

基
軸
と
な
る
大
き
な
改
革

と
考
え
る
。
清
流
苑
を
観

光
局
へ
入
れ
て
い
く
案
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

（
産
業
観
光
課
長
）
清
流
苑

の
事
業
を
引
き
続
き
力
強

く
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、

行
政
と
は
別
の
組
織
を
構

築
し
て
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
会
計
や
運
営
方
法
を

解
決
し
て
持
続
可
能
を
目

指
す
。

（
問
）
青
年
の
家
の
あ
と
利

用
に
お
い
て
、
公
共
的
と

収
益
的
部
分
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
う
考
え
る
か
。

（
町
長
）
今
構
想
に
描
い
て

い
る
こ
と
を
実
施
し
た
場

合
の
経
費
や
、
相
乗
効
果

に
つ
い
て
精
査
し
て
い
る
。

運
営
し
て
い
く
以
上
は
黒

字
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
く
。

問答

猿
が
嫌
が
る
環
境
づ
く
り
を

山
羊
の
放
牧
を
モ
デ
ル
事
業
に

問答

観
光
局（
仮
）が
担
う
メ
リ
ッ
ト
と
は

持
続
可
能
な
施
設
運
営
を
目
指
す
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民間ツールの活用を

循環型エネルギーのイメージ

（
問
）
各
課
の
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
内
容
は
課
内
は
も

ち
ろ
ん
、
課
を
ま
た
い
で

の
情
報
の
共
有
は
十
分
で

き
て
い
る
か
。
ま
た
問
題

点
は
。

（
総
務
課
長
）　
パ
ソ
コ
ン

の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
ー
や

課
長
会
議
で
の
情
報
伝

達
、
町
政
懇
談
会
資
料
、

会
議
録
、
出
張
の
復
命
書

の
回
覧
な
ど
で
共
有
し
て

い
る
。
問
題
点
は
、
パ
ソ

コ
ン
と
言
う
冷
た
い
機
械

の
中
で
の
や
り
取
り
で
、

職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
。

（
問
）
総
合
窓
口
で
の
対
応

で
各
課
へ
ま
た
が
る
場
合
、

住
民
の
欲
し
い
情
報
は
的

確
に
か
つ
速
や
か
に
提
供

さ
れ
て
い
る
か
。
住
民
満

足
度
の
指
標
に
も
な
る
と

思
う
が
。

（
総
務
課
長
）　
即
答
で
き

る
問
題
と
で
き
な
い
問
題

も
あ
る
が
、
公
開
条
例
に

基
づ
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
職
員
へ
の
指
導

を
徹
底
し
て
い
く
。

（
問
）
役
場
の
業
務
に
は
専

門
知
識
や
、
経
験
豊
富
な

職
員
が
必
要
だ
。
内
部
で

で
き
る
業
務
も
、
外
部
に

委
託
す
る
業
務
も
内
容
を

理
解
で
き
な
く
て
は
何
も

精
査
で
き
な
い
。
専
門
職

の
採
用
は
。

（
副
町
長
）
保
育
士
や
教
育

関
係
の
専
門
職
以
外
の
職

員
は
７０
人
余
り
だ
が
、
人

事
異
動
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
関
係
で
、
専
門
職

は
少
な
い
。
こ
れ
か
ら
も

採
用
の
計
画
は
な
く
、
職

員
の
努
力
に
頼
っ
て
い
る
。

（
要
望
）
分
課
に
よ
り
弊
害

が
出
て
い
る
と
感
じ
る
。

速
や
か
に
合
課
の
検
討
と

民
間
ツ
ー
ル
の
活
用
を
。

（
問
）
水
力
発
電
は
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
だ
け
で
終
わ
り
、

太
陽
光
発
電
は
企
業
と
民

間
任
せ
、
町
の
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
は
無
知
な
計

画
に
よ
り
中
途
半
端
に
な

り
、
議
員
が
４
年
前
か
ら

提
案
し
て
い
る
木
質
廃
材

を
利
用
し
た
、
町
内
循
環

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
は
何
も
進
め
ら
れ
て
い

な
い
。
将
来
の
町
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
考

え
は
。

（
環
境
水
道
課
長
）
国
の
地

球
温
暖
化
対
策
エ
ネ
ル
ギ

ー
転
換
支
援
を
受
け
、
家

庭
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
普
及
に
努
め
て
き

た
。
町
で
は
昨
年
９
月
に

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促

進
方
針
の
策
定
を
し
て
、

公
共
施
設
５
か
所
に
設
置

し
、
ま
も
な
く
最
後
の
中

央
公
民
館
も
稼
働
す
る
。

他
に
太
陽
熱
温
水
器
や
薪

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
啓
発
と

バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
も

研
究
を
始
め
た
と
こ
ろ

だ
。
町
内
の
事
業
者
や
住

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
省
エ

ネ
・
省
資
源
化
な
ど
へ
の

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問答

業
務
体
制
の
課
題
は

非
常
に
大
き
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る

問答

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
目
標
と
計
画
は

数
値
目
標
な
ど
の
計
画
は
現
在
も
っ
て
い
な
い
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新しく始めた教育懇談会は今の教育委員会の姿勢の表れだ

総合検診後のケアがとても大事な仕事だ

（
問
）
健
康
予
防
は
町
民
の

要
望
が
強
い
分
野
だ
と
思

う
が
、
地
域
の
健
康
学
習

グ
ル
ー
プ
や
集
会
な
ど
の

支
援
も
で
き
に
く
く
な
っ

て
い
る
と
聞
く
。
自
主
的

な
健
康
活
動
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
本
来
業
務
と

思
う
が
、
現
状
は
保
健
師

や
栄
養
士
の
仕
事
量
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。
早
く

人
員
確
保
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

（
町
長
）
健
康
予
防
は
こ
れ

で
い
い
と
い
う
業
務
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
優

先
順
位
を
決
め
て
定
着
さ

せ
て
い
き
た
い
。
現
在
保

健
福
祉
課
内
部
の
話
し
合

い
を
進
め
る
な
か
で
、
増

員
の
話
が
出
て
き
て
い
る
。

保
健
師
２
人
、
栄
養
士
１

人
を
早
急
に
確
保
し
た
い
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
健
康
学

習
会
や
出
前
講
座
で
支
援

す
る
こ
と
も
含
め
て
、
平

成
２７
年
度
よ
り
活
動
が
落

ち
込
ん
で
き
て
い
る
。
や

は
り
人
員
体
制
に
問
題
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
適

正
な
業
務
量
へ
の
見
直
し

を
現
在
進
め
て
い
る
。

（
要
望
）
心
穏
や
か
に
健
や

か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

は
町
民
が
等
し
く
願
う
こ

と
。
こ
れ
は
町
民
ニ
ー
ズ

の
最
も
大
き
い
分
野
だ
。

人
員
整
備
を
図
っ
て
全
力

投
球
を
期
待
す
る
。

（
問
）
松
川
町
で
は
こ
れ
か

ら
新
し
い
教
育
委
員
会
制

度
が
始
ま
る
。
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
か
。

（
教
育
長
）
教
育
委
員
会

の
機
能
発
揮
が
十
分
か
と

の
疑
問
が
あ
っ
た
。
平
成

２５
年
８
月
の
事
件
以
来
、

学
校
に
ど
う
向
き
合
っ
て

い
け
ば
い
い
の
か
考
え
て

き
た
。
教
育
委
員
会
の
見

え
る
化
や
教
育
懇
談
会
の

実
施
な
ど
地
域
の
声
を
聴

く
こ
と
に
今
ま
で
以
上
に

務
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
教
育
現
場
へ
の
取
り

組
み
は
。
保
護
者
は
学
校

に
何
を
期
待
し
て
い
る
と

思
う
か
。

（
教
育
長
）
教
育
委
員
会

が
学
校
現
場
へ
足
を
運
び
、

方
針
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
。

学
校
の
先
生
方
が
町
の
職

員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が

薄
い
こ
と
も
あ
る
が
、
現

場
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
内
か
ら
の
改
革
も
し

て
い
き
た
い
。
保
護
者
の

思
い
は
、「
子
ど
も
た
ち

が
喜
ん
で
学
校
に
行
け

る
」
こ
の
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
う
で
な
い
子
ど
も
た
ち

の
思
い
も
汲
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
校

だ
け
で
は
難
し
い
。
地
域

の
方
々
の
力
も
借
り
て
、

地
域
住
民
と
学
校
が
垣
根

を
低
く
し
て
、
一
緒
に
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
と
い
う
教
育
を
実
現
し

た
い
。

問答

健
康
の
た
め
の
予
防
活
動
は
十
分
か

適
正
な
業
務
量
を
見
直
し
て
い
る

問答

教
育
委
員
会
の
こ
れ
か
ら
を
問
う

内
な
る
改
革
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
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間瀬重男 議員間瀬重男 議員

家庭で学習できるeラーニング

高齢者や障がい者に優しい環境づくりを

（
問
）
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
は
、
花
壇
づ
く
り
や

清
掃
活
動
、
親
睦
旅
行
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
活
性

化
と
元
気
づ
く
り
に
活
躍

を
し
て
い
る
。
新
年
会
、

お
花
見
、
総
会
や
行
事
に

行
き
た
い
が
、「
お
座
り

が
で
き
ん
の
で
行
く
の
が

嫌
だ
」
と
か
、「
階
段
の
上

り
降
り
が
大
変
」
と
い
う
声

も
多
く
な
っ
て
き
た
。
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
苦
痛

を
少
し
で
も
和
ら
げ
て
、

社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
集
会
施
設
に
高

齢
者
や
障
が
い
者
に
や
さ

し
い
机
や
椅
子
の
配
備
を
。

（
町
長
）
今
、町
の
高
齢
化

率
３１
・
９
％
、
こ
の
５
年

間
で
０
・
５
％
増
え
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
会
議
に

参
加
す
る
な
か
で
畳
に
座

卓
は
大
変
だ
。
集
会
施
設

に
対
す
る
補
助
制
度
が
あ

り
、
内
容
を
精
査
し
て
考

え
て
い
き
た
い
。

（
副
町
長
）
今
年
度
よ
り
自

治
会
会
所
改
修
補
助
金
交

付
要
綱
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
い
う
項
目
を
設
け
、

机
や
椅
子
の
備
品
購
入
が

で
き
る
。
事
業
の
上
限
が

５０
万
で
３０
％
以
内
の
補
助

制
度
と
し
た
。

（
生
涯
学
習
課
長
）
地
区
公

民
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
関
し
て
は
、
１０
万
円
以

上
の
改
修
に
対
し
４０
％
以

内
の
助
成
制
度
と
な
っ
て

い
る
。
備
品
購
入
に
つ
い

て
は
無
い
の
で
意
見
と
し

て
受
け
止
め
考
え
て
い
き

た
い
。

（
問
）
近
年
不
登
校
の
子
ど

も
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
つ

つ
あ
る
の
に
、
不
登
校
の

子
ど
も
が
増
え
つ
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
憂
慮
す

べ
き
で
は
。

（
教
育
長
）
病
気
や
経
済
的

理
由
を
除
く
、
１
年
間
に

３０
日
以
上
の
欠
席
の
あ
る

児
童
生
徒
は
、
平
成
２０
年

度
あ
た
り
が
ピ
ー
ク
。
そ

の
後
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
た
が
、
こ
こ
２
、
３
年
、

増
加
気
味
で
現
在
中
学
生
、

１７
〜
８
人
、
小
学
生
２
〜

３
人
で
あ
る
。
不
登
校
の

原
因
で
あ
る
が
要
因
を
把

握
す
る
の
は
大
変
難
し
い
。

い
じ
め
や
校
内
暴
力
、
体

罰
が
原
因
で
の
不
登
校
と

い
う
の
は
な
い
。

（
問
）
児
童
生
徒
の
学
習
支

援
と
家
庭
へ
の
助
言
は
。

（
教
育
長
）
中
央
小
と
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
学
習
室

を
用
意
し
て
、
そ
こ
に
町

費
の
先
生
を
１
人
配
置
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
相
談

や
学
習
支
援
を
し
て
い
る
。

　
今
年
か
ら
中
学
校
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し

た
が
、
家
庭
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
、
英
語
や
数
学
を
学

べ
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

家
庭
で
学
習
が
で
き
る
と

い
う
条
件
整
備
を
さ
ら
に

整
え
て
い
き
た
い
。

　
親
御
さ
ん
に
は
今
の
ま

ま
の
子
ど
も
の
姿
を
あ
り

の
ま
ま
受
け
と
め
て
ほ
し

い
。
休
ん
で
い
る
と
い
う

状
況
は
大
変
気
に
な
る
と

思
う
が
、
決
し
て
無
駄
な

時
間
で
は
な
い
。
そ
の
子

に
と
っ
て
は
必
ず
意
味
の

あ
る
時
間
で
あ
る
と
話
し

て
い
る
。

問答

集
会
施
設
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
配
慮
を

補
助
制
度
を
精
査
し
て
考
え
て
い
き
た
い

問答

不
登
校
の
現
状
と
対
策
は

家
庭
学
習
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
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松井悦子 議員松井悦子 議員

日常業務のすべてが評価の対象

評価をもとにレベルアップを

職員のレベルアップ
人材育成

◎評価結果は本人に開示し、上

司が評価結果とともに今後の職

務への取組に対する期待などを

伝える。

◎職員が組織目標にリンクさせた

業務目標を設定、上司との面談

を通じて決定する。 ◎評価期間における職務を振り

返り、自己申告を行う。

◎上司との面談を通じて評価の

内容について双方の認識を一致

させる。◎職員は目標を自己で管理しな

がら職務を遂行し、上司は職員

の職務の遂行を支援する。

◎中間フォロー面談を行う。

結果の通知

評価の実施

業務の遂行

目標の設定

（
問
）
平
成
２８
年
４
月
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
な
ど

に
も
、「
人
事
評
価
制
度
」

が
規
定
さ
れ
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
松
川
町

で
は
全
国
に
先
駆
け
、
平

成
１８
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
、
１０
年
が
経
過
し
て
い

る
が
、
成
果
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

（
町
長
）
難
し
い
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
い

か
に
公
平
に
き
ち
ん
と
運

用
し
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
引
き
出
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
か
が
運
用
上
の
課

題
だ
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
対
応
を
受
け
る
側

の
町
民
の
声
が
、
職
員
の

評
価
に
つ
な
が
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
は
な
い
の
か
。

（
総
務
課
長
）
窓
口
で
「
窓

口
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
い
う

小
さ
な
紙
に
記
入
し
て
も

ら
う
。

　
ま
た
、
町
政
懇
談
会
な

ど
で
、
評
判
を
聞
け
ば
取

り
入
れ
て
い
る
。

（
問
）
評
価
方
法
は
減
点

と
加
点
の
方
法
だ
が
、
減

点
を
せ
ず
０
を
起
点
と
し

た
加
点
方
式
に
で
き
な
い

か
。

（
総
務
課
長
）
誉
め
る
だ
け

と
い
う
の
は
考
え
づ
ら
い
。

減
点
評
価
の
場
合
、
面
談

時
に
理
由
な
ど
話
し
、
次

期
に
つ
い
て
励
ま
し
て
い

る
。

（
問
）
給
料
へ
の
反
映
は
し

な
い
で
欲
し
い
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
で
の
職
員
の
声

も
あ
る
が
ど
う
か
。

（
総
務
課
長
）
常
に
高
い

評
価
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
評
価
者
で
あ
る
管
理

職
へ
の
心
構
え
に
つ
い
て

の
教
育
が
、
重
要
だ
と
思

う
が
。

（
総
務
課
長
）
良
い
上
司

に
な
れ
る
よ
う
学
習
す
る

た
め
研
修
会
を
行
う
。

（
問
）
人
が
人
を
評
価
す
る

こ
と
へ
の
不
安
は
根
強
い

と
思
う
。
そ
の
不
安
を
取

り
除
き
、
自
分
自
身
の
向

上
に
つ
な
が
る
制
度
だ
と

職
員
が
思
え
る
制
度
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

（
総
務
課
長
）
長
野
県
の

研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
を

行
っ
て
い
る
が
、
研
修
の

質
や
内
容
、
回
数
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
。

（
問
）
現
在
の
松
川
町
役

場
の
職
場
環
境
は
、
万
全

と
は
い
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　
そ
の
原
因
の
一
つ
に
、

人
事
評
価
制
度
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
改
善
す
べ
き
は
改
善
を

し
、
人
事
評
価
制
度
の
良

い
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
進

め
て
欲
し
い
と
思
う
が
。

（
副
町
長
）
改
善
す
べ
き

と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
。

問答

人
事
評
価
制
度
の
運
用
に
は
、優
し
さ
が
必
要

工
夫
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
、進
め
て
い
く
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いつまで待てば入所できる？

働けど働けど……

（
問
）
今
、
行
政
改
革
す
べ

き
こ
と
は
。
こ
の
４
年
間

に
一
般
質
問
し
た
関
連
項

目
は
１５
以
上
に
な
る
。
上

司
が
部
下
か
ら
も
評
価
を

受
け
る
制
度
の
実
現
。
労

務
管
理
を
行
い
残
業
・
過

重
労
働
な
ど
労
働
環
境
の

改
善
。
効
率
化
と
連
携
な

ど
業
務
管
理
の
改
善
。
ま

た
職
員
定
数
、
非
正
規
雇

用
の
問
題
。
採
用
と
配
置
、

人
材
育
成
の
重
要
性
な
ど

な
ど
。
一
向
に
改
善
さ
れ

な
い
な
か
中
途
退
職
、
休

職
者
が
続
出
し
、
業
務
が

先
送
り
さ
れ
機
能
障
害
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
。

（
町
長
）
今
、
職
務
が
膨
ら

ん
で
き
て
い
る
。
ど
う
体

制
を
作
る
か
。
ま
た
、
人

材
育
成
の
シ
ス
テ
ム
作
り

を
考
え
て
い
る
。
今
回
職

場
環
境
改
善
委
員
会
を
設

置
し
一
丸
と
な
っ
て
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）
保
育
士
や
保
健
師
に

も
退
職
者
が
出
て
い
る
。

昼
の
休
憩
、
午
前
午
後
の

休
憩
は
き
ち
ん
と
確
保
さ

れ
て
い
る
の
か
。

（
こ
ど
も
課
長
）
子
ど
も

を
預
か
っ
て
い
る
関
係
上

完
全
な
休
憩
時
間
を
取
る

こ
と
は
難
し
い
。
お
昼
寝

の
時
間
を
活
用
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
改
善
に
つ
い

て
は
協
議
を
し
て
い
る
。

（
問
）
お
昼
寝
の
時
間
に
保

育
士
が
休
ん
で
い
て
良
い

の
か
。
先
進
地
で
は
休
憩

代
替
え
制
度
が
あ
る
。
実

際
休
憩
時
間
は
確
保
さ
れ

な
い
ま
ま
残
業
や
仕
事
の

持
ち
帰
り
ま
で
あ
る
現
状

だ
。
一
般
職
も
含
め
労
働

管
理
が
で
き
て
い
な
い
環

境
の
な
か
で
心
を
病
む
職

員
が
続
出
し
て
い
る
。
こ

の
状
況
を
ど
う
考
え
る
。

（
総
務
課
長
）
休
憩
代
替
え

は
初
め
て
聞
く
話
。
ア
ン

テ
ナ
の
低
さ
を
感
じ
る
。

担
当
課
長
と
検
討
し
て
い

く
。
過
重
労
働
な
職
員
も

い
る
。
第
２
と
第
４
水
曜

日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
に
し

て
い
る
が
業
務
量
が
増
え

て
い
て
対
応
で
き
な
い
。

職
員
数
の
充
実
や
不
足
部

署
へ
の
配
置
を
す
べ
き
と

反
省
し
て
い
る
。

（
要
望
）
井
の
中
の
蛙
で
は

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き

な
い
。
職
員
の
育
成
、
業

務
改
善
の
た
め
に
出
向
や

派
遣
を
行
う
べ
き
だ
が
で

き
て
い
な
い
。
今
回
、
労

務
管
理
の
専
門
家
を
お
願

い
す
る
が
月
４
時
間
で
改

革
で
き
る
の
か
。
職
員
定

数
も
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
地
方
創
生
で
地
方
行

政
も
変
革
の
時
代
だ
。
今

す
ぐ
機
能
す
る
役
場
へ
の

改
革
を
総
合
的
か
つ
抜
本

的
に
行
う
べ
き
だ
。

（
問
）
高
齢
化
に
つ
い
て
総

合
的
な
対
応
が
必
要
で
は
。

特
養
の
待
機
者
は
飯
伊
で

４
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。

以
前
、
町
長
は
民
間
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
く

と
の
答
弁
だ
っ
た
。
入
所

で
き
ず
最
期
を
迎
え
る
人

も
い
る
。
現
状
を
ど
う
考

え
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
地
方
創

生
の
中
で
生
涯
活
躍
の
町

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

個
人
の
ス
キ
ル
を
地
域
資

源
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て

補
え
る
か
が
大
切
と
考
え

て
い
る
。

（
町
長
）
特
養
に
つ
い
て
は

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て

検
討
は
し
て
い
き
た
い
。

状
況
と
将
来
、
民
間
と
の

兼
ね
合
い
を
精
査
し
て
い
く
。

（
要
望
）
コ
ミ
ュ
カ
フ
ェ
の

取
り
組
み
を
地
域
の
会
所

を
活
用
す
る
レ
ベ
ル
ま
で

広
げ
ら
れ
る
よ
う
補
助
金

な
ど
も
含
め
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問答

役
場
は
重
篤
な
機
能
障
害
で
は
？

問
題
は
あ
る
が
機
能
障
害
と
は…

…

問答

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
特
養
入
所
待
ち

今
の
時
点
で
や
り
ま
す
と
は
言
え
な
い



の
９
月
に
議
会
の
立
案
で

「
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後

は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
番
組
や
、
ネ
ッ
ト
を

駆
使
し
た
動
画
配
信
・
検

索
機
能
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

意
見
募
集
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
構
想
を
描
い
て
い
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
「
何
を
や
っ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
」
議
会
か

ら
、「
動
向
が
気
に
な
る
」
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平
成
２３
年
に
議
会
基
本

条
例
が
施
行
さ
れ
て
５
年

目
、
議
会
は
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
個
人
色
が
強
か
っ

た
議
員
活
動
か
ら
脱
却
し
、

合
議
制
・
集
合
体
と
し
て

議
会
全
体
の
権
能
を
磨
き

ま
し
た
。
政
策
立
案
や
提

言
の
推
進
力
を
高
め
た

「
オ
ー
ル
議
会
」
は
、数
々

の
政
策
に
強
い
発
言
力
を

も
っ
て
、
町
政
の
一
翼
を

担
う
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　「
オ
ー
ル
議
会
」
の
独

善
を
防
ぐ
た
め
、
基
本
条

例
で
は「
開
か
れ
た
議
会
」

を
標
榜
し
、
住
民
の
皆
さ

ま
か
ら
広
く
聴
き（
広
聴
）、

広
く
伝
え（
広
報
）る
こ
と

の
充
実
を
目
指
し
ま
し
た
。

道
半
ば
で
す
が
、
議
会
だ

よ
り
も
広
報
の
一
環
、
ひ

い
て
は
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ま

の
関
心
を
少
し
で
も
高
め

る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
が
読
ま
れ

る
率
は
お
そ
ら
く
３
割
程

度
、
特
に
若
い
世
代
・
子

育
て
世
代
に
は
ほ
と
ん
ど

読
ま
れ
て
い
な
い
、
と
い

う
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
世
代
に
広
が
る

政
治
不
信
・
無
関
心
と
関

連
が
あ
る
と
考
え
、「
ど
う

す
れ
ば
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
の
か
」
を
必
死
に
模

索
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
数

年
で
数
々
の
改
善
を
試
み
、

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
な

ど
一
定
の
評
価
は
頂
き
ま

し
た
が
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
は
じ
め

厳
し
い
指
摘
も
多
く
、
道

の
り
は
長
い
と
感
じ
ま
す
。

　
広
報
と
広
聴
の
更
な
る

拡
充
と
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る

改
革
改
善
を
目
指
し
、
こ

議
会
、「
自
分
の
考
え
を
伝

え
た
い
」
議
会
へ
と
成
長

で
き
る
よ
う
、
研
さ
ん
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
が
き
に
変
え
て

　
議
会
だ
よ
り
を
お
読
み

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
編
集
委
員
は
紙
面

づ
く
り
に
多
く
改
革
改
善

を
試
み
ま
し
た
が
、「
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
」
の
名

の
と
お
り
、
エ
ラ
ー
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

猛
省
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
議
会
だ
よ
り
は
、

予
算
や
決
算
審
議
を
ト
ッ

プ
記
事
に
据
え
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
議
会
の
最
大

の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
て

の
こ
と
で
し
た
が
、
同
時

に
議
会
は
政
策
を
立
案
・

提
言
し
、
住
民
の
皆
さ
ま

の
思
い
を
反
映
さ
せ
る
べ

く
、
町
政
事
業
に
深
く
関

与
す
る
こ
と
も
同
じ
く
ら

い
重
要
な
仕
事
で
す
。
刹

那
的
な
審
議
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
長
期
的
視
点

で
町
の
課
題
に
取
り
組
み
、

住
民
の
皆
さ
ま
と
意
識
を

共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
ト
ッ
プ
記
事
は
毎
号

特
集
を
組
ん
で
問
題
提
起

に
努
め
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
町
政
へ
の
関
心
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
改
選
を
控
え
、
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
の
任
期

も
終
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

来
期
の
委
員
へ
た
す
き
を

つ
な
ぎ
、
「
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
」
へ
と
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
、

そ
し
て
ご
愛
顧
を
こ
れ
か

ら
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員

（
委
員
長
）加

賀
田
　
亮
　

（
副
委
員
長
）

森
谷
　
岩
夫
　

（
委
　
員
）松

井
　
悦
子

米
山
　
俊
孝

熊
谷
　
宗
明

黒
澤
　
哲
郎

菅
沼
　
一
弘

2年間ありがとうございました2年間ありがとうございました

 
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
て
、
議
会
だ
よ
り

は
改
善
と
進
化
に
挑
み
続
け
ま
し
た
。
編
集
委
員
会

の
任
期
終
了
を
目
前
に
控
え
、
議
会
広
報
誌
の
あ
り

方
を
総
括
し
ま
す
。

皆さまに
親しまれる議会

だよりの未来は

皆さまに
親しまれる議会

だよりの未来は



勝敗だけでなく、あいさつや礼儀、努力すること、上級
生と下級生が仲良く活動することなどを大切にして、
明るく元気に頑張っています。練習の見学や体験はい
つでも歓迎です。気軽に練習場に来て下さい。

勝敗だけでなく、あいさつや礼儀、努力すること、上級
生と下級生が仲良く活動することなどを大切にして、
明るく元気に頑張っています。練習の見学や体験はい
つでも歓迎です。気軽に練習場に来て下さい。

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!

　
義
父
母
の
介
護
の
た
め
五
年
前
に
松
川

町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。生
ま
れ
た
町
と

は
い
え
、都
会
で
の
生
活
が
長
か
っ
た
た
め
、

松
川
町
に
住
み
始
め
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、

誰
と
ど
ん
な
言
葉
で
何
を
話
し
て
い
い
の
か
、

何
を
ど
こ
で
買
え
る
の
か
、ど
こ
に
何
が
あ

る
か
、
誰
に
ど
ん
な
態
度
を
と
れ
ば
い
い
か

な
ど
、ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ

ッ
ク
の
連
続
で
し
た
。お
ま
け
に
義
父
母
と

の
初
め
て
の
同
居
生
活
も
、何
を
ど
う
し
て

い
い
か
わ
か
ら
ず
、何
を
し
て
も
う
ま
く
い
か

ず
戸
惑
い
な
が
ら
山
を
眺
め
る
毎
日
で
し

た
。そ
ん
な
中
で
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、松
川

町
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。（
そ
れ

と
夫
の
ユ
ー
モ
ア
に
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。）

　
東
京
の
商
社
で
海
外
と
の
取
引

の
仕
事
を
し
、そ
の
後
学
習
塾
で
受

験
英
語
を
教
え
た
経
験
が
あ
っ
た

た
め
、松
川
町
に
住
み
始
め
て
か
ら

自
宅
で
英
語
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

義
父
母
の
介
護
、看
護
、家
事
の
後
、

夕
方
に
な
れ
ば
必
ず
毎
日
子
ど
も

た
ち
が
来
て
く
れ
ま
す
。毎
日
何
が

あ
っ
て
も
、何
も
な
く
て
も
、夕
方
に

な
れ
ば
子
ど
も
た
ち
の
世
界
に
ど
っ

ぷ
り
入
っ
て
い
け
ま
す
。
都
会
の
子

供
と
違
い
、松
川
の
子
供
は
声
が
で
か
い
で

す
。天
真
爛
漫
で
す
。思
っ
て
い
る
こ
と
を
ズ

バ
ッ
と
言
い
ま
す
。助
か
り
ま
し
た
。救
わ
れ

た
気
が
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
言
動
に

つ
い
つ
い
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。毎
日
何
か
面

白
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。毎
日
が
ツ
ッ
コ
ミ
ど

こ
ろ
満
載
で
す
。

　
ま
た
最
近
は
生
徒
た
ち
の
実
力
が
つ
き

始
め
、今
日
は
筆
記
テ
ス
ト
満
点
、今
日
は

あ
ん
な
発
言
を
英
語
で
し
て
く
れ
た
な
ど
、

毎
日
感
動
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。毎
晩
、そ
の
日

の
レ
ッ
ス
ン
を
思
い
出
し
て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が

ら
寝
ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
松
川
町
で
の
生

活
に
も
、義
父
と
の
生
活
に
も
す
っ
か
り
慣

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
義
母
は
一
昨

年
見
送
り
ま
し
た
。）

　
生
活
に
慣
れ
た
こ
と
で
楽
し
い
こ
と
好
き

な
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
見
つ
か
り
ま
し
た
。好
き

だ
な
あ
、い
い
な
あ
と
思
う
こ
と
は
、「
松
川

町
の
子
ど
も
た
ち
」「
南
ア
ル
プ
ス
、中
央
ア

ル
プ
ス
の
山
々
」「
中
央
構
造
線
」「
隣
近
所

の
方
々
と
の
会
話
」「
町
の
図
書
館
」「
飯
田

美
博
」「
松
川
町
の
野
菜
と
果
物
」「
た
ま
に

行
く
居
酒
屋
さ
ん
お
寿
司
屋
さ
ん
」「
清
流

苑
」な
ど
な
ど
で
す
。最
近
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
、中
央
小
学
校
の
運
動
会
で
す
。「
綱
引

き
」「
タ
イ
フ
ー
ン
」「
リ
レ
ー
」な
ど
見
ど
こ

ろ
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。応
援
団
も
よ
か
っ
た
で

す
。「
町
み
ん
な
の
娯
楽
」の
よ
う
な
雰
囲
気

で
、い
つ
の
間
に
か
隣
に
い
た
知
ら
な
い
人
と

会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。来
年
は
北
小
の
運

動
会
も
見
に
行
き
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
も
の
、面
白
い
も
の
、

お
い
し
い
も
の
を
夫
婦
ふ
た
り
で
発
見
し
な

が
ら
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

今
、
目
の
前
の
楽
し
み
は「
子
ど
も
た
ち
と

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」と「
塩
見
岳
、仙
丈
ケ
岳

の
初
冠
雪
」で
す
。
今
か
ら
ウ
キ
ウ
キ
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
準
備
し
て
い
ま
す
。

タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング牧
師の演説の一節。 職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運動に
大きな影響を与え、未来を切り開いた。

私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

松川ミニバスケットボール女子クラブ松川ミニバスケットボール女子クラブ

宗
源
原 

　
木
下
幹
子

こ
ど
も
た
ち
が
元
気
な
町
「
松
川
町
」
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